
ベ
ラ

ス
ケ

ス
、

セ
ビ
ー

リ

ャ
時

代

の
再
検

討

大

高

保

二

郎

序

デ
ィ

エ
ゴ

・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
十
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
巨
匠
の

一
人
で
あ
り
、

ス
ペ
イ

ン
に
お
い
て
、
"黄
金
時
代
"
(鯰
αq
δ

α
Φ
O
『o
)
の

名

で
称
え
ら
れ
る
ス
ペ
イ
ン

・
バ
ロ
ッ
ク
の
最
高
峰
に
位
置
し
て
い
る
。
特

に
第

一
次
イ
タ
リ
ァ
遊
学
後
に
展
開
さ
れ
る

「ブ
レ
ダ
の
開
城
」
や
王

家
省
像

グ
ル
ー
プ
、
道
化
師
と
矮
人
の
省
像
、
さ
ら
に
晩
年
に
か
け
て
の

「鏡
の
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
」
、
「織
女
た
ち
」
(
ア
ラ
ク
ネ
の
寓
話
)
、
「
ラ
ス

・
メ

ニ
ー
ナ

ス
」
等
は
、

ベ
ラ
ス
ケ
ス
と
い
う
近
代
的
自
我
が
構
築
さ
れ
る
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
群
は
総
じ
て
、
か
れ
特
有
の
冷
徹
な
る

客
観
主
義
と

"純
粋
視
覚
"
と
形
容
し
う
る
芸
術
完
成

へ
の
道
程
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
宮
廷
画
家
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
単
に

"
王
の
画

家
"
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
"
王
の
従
者
"、
す
な
わ
ち
廷
臣
と
し
て
も
様
々
な
要
職
を
歴
任
し
、
つ
い
に
は
王
宮
配
室
長

〉
層
o
ωΦ
μ
欝
◎
o憎
ζ
錯

自

の
重
職
を
獲
得
し
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ー
ゴ
騎
士
団
の
赤
十
字
章
に
輝
い
た
。
そ
う
し
た
宮
廷
生
活
の
全
容
は
、
時
と
し
て
無
味
乾
燥
だ
が
貴
重
な
公
式

(註
1
)

の
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
を
通
し
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

一
方
、
二
十
四
歳
で

マ
ド
リ
ー
ド
に
移
住
す
る
以
前
の
セ
ビ
ー
リ

ャ
時
代
に
関
し
て
は
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
研
究
の
限
界
を
ほ
ぼ
尽
く
し
た
と
さ
え
思

わ
れ
る
今
日
も
な
お
不
明
な
部
分
が
多
く
、
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
が
た
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
第

一
に
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
に
限
ら

ず

一
般

に
、
ま
だ
固
有

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
に
至
ら
ぬ
初
期
の
形
成
時
代
は
そ
の
画
家
の
個
性
に
乏
し
く
、
む
し
ろ
他
か
ら
の
影
響
に
支
配
さ

れ
る
き
ら

い
が
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
か
れ
生
来
の
完
璧
主
義
か
ら
意
に
満
た
な
い
初
期
作
品
ば
廃
棄
し
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
。
第
三
に
、

セ

ビ
ー
リ

ャ
で
の
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
活
動

(例
え
ば
画
房
で
の
)

を
跡
づ
け
る
資
料
や
作
品
が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
・

、し

1



本
稿
は
あ
ま
り
に
不
明
な
セ
ビ
ー
リ
ャ
時
代
の
ベ
ラ
ス
ケ
ス

(
一、五
九
九
-

一
六
二
三
年
)
に
照
準
を
定
め
、
十
七
世
紀
初
頭
の
ス
ペ
イ
ン
画
壇

と
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
ズ
ム
の
関
係
や
、
初
期
に
多
く
描
か
れ
た
ボ
デ
ゴ

ン
を
再
考
し
、
修
業

・
形
成
期
の
ベ
ラ
ス
ケ
ス
と
師

パ
チ
ェ
ー
コ
の
教
育
や
芸

術
理
論
を
ふ
り
返
り
、
初
期
作
品
の
ヵ
タ
ロ
グ
を
試
み
て
み
よ
う
。

ー

ス
ペ
イ
ン
絵
画
は

一
六
〇
〇
年
を
境
と
す
る
前
後
十
年
間
、
つ
ま
り

一
五
九
〇
年
か
ら

一
六

一
〇
年
に
か
け
て
画
期
的
な
転
換
と
危
機
の

一
時
代

を
体
験
遷

.
フ
・
ヱ

ニ
世
の
時
代
、
造
営
の
な

っ
た
サ
ン

・
・
レ
ン
ソ

三

ル

・
エ
ス
コ
リ
ア
ー
蓚

道
轡

簸

の
装
飾
に
参
加
し
た
イ

タ

リ

ア
人

マ

ニ

エ
リ

ス

ト

の
画

家

た

ち

は
す

で

に
世

を

去

り

、

そ

の
息

子

た

ち

に
よ

る

第

二

の
世

代

へ
と

移

っ
て

い
た
。

し

か

し
彼

ら

の
観

念

的
、

理

念

的

な

作

風

は
も

は
や

時

代

遅

れ

と

映

り

、

現

実

的

で
自

然

主
義

的

で

ド

ラ

マ
テ

ィ

ッ
ク

な

絵

画

の
新

た

な
潮

流

が

目

芽

・兄
て
、

そ

こ

か

ら

リ

ベ

ー

ラ
、

ス

ル

バ

ラ

ン
、

ベ

ラ

ス

ケ

ス
、

カ

ー

ノ
、

ム
リ

ー
リ

ョ
、

バ

ル
デ

ス

・
レ

ア

ル
等

の
所

謂
、

黄

金

世

紀

の
大

画

家

た

ち

が
輩

出

し

て

い
く

。

彼
ら

は

ス
ペ
イ
ン
の
国
民
的
絵
画
を
創
芒

た
に
止
ま
ら
ず
、

マ
ニ
エ
リ
ズ
ム
か
ら
バ
・
。
ク

へ
、

w

.
フ
留

冷

レ
ン
ダ
ー
の
用
語
で
い
え
ば

"
ア
ン
チ
ー

マ
ニ
エ
リ
ズ
ム
"

へ
の
移
行
と
い
う
、
様
式
上
、
美
学
上
の
画
期
的
転
回
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

殊
に
画
家
と
し
て
の
修
業

・
形
成
時
代
を
ほ
ぼ
同
時
期

(
一
六

一
〇
年
代
前
半
)

に
南
ス
ペ
イ
ン
の
大
都
市

セ
ビ
ー
リ

ャ
で
過
ご
し
た
ス
ル
バ
ラ

ン
・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
現
実
主
義
の
精
神
を
背
景
に
、
共
通
の
絵
画
上
の
理
念
で
結
ば
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
即
物
的
な
自
然
観
察
の
徹
底
、
光
と

影
の
激
烈
な

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
・
碇
質
な
彫
塑
的
モ
デ
リ
ン
グ
、
世
俗
的
で
地
上
的
な
色
彩
、
有
機
的
で
ヴ
ィ
ヴ

ィ
ッ
ド
な
構
成
等
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
十
七
世
紀
絵
画
の
新
風
は
ど
こ
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
初
期
作
品
の
説
明
に
際
し
て
、
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ
及
び
カ
ラ
ヴ

ァ

・
ジ
オ
画
派
の
影
禦

こ
れ
ま
で
常
識
の
ご
と
く
論
ξ

れ
て
き
靉

・
実
墜

・
具
体
的
に
・

い
か
な
る
類
似
を
藕

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

例

え

ば

・

ア

イ

ナ
ウ

・
デ

・
ラ
ザ

ル

テ

は
F

・
デ

・
リ

バ

ル
タ

論

に

お

い
て
、

当
時

の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で
占

め

る

ハ
プ

ス
ブ

ル

ク
家

の
位

置

や

十

七

世
紀
前
半
の
理
論
家
た
ち
に
ょ
る
度
重
な
ゑ

一畏

(普
通
は

O
母
㊤げ
9
0
ず
O
と
記
さ
れ
た
)
を
理
由
に
、

エ
ハ
一
〇
臻

に
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
力
一フ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ
の
作
品
が
も
た
ら
さ
れ
、
若
い
ベ
ラ
ス
ケ
ス
や
ス
ル
バ
ラ
ン
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
推
論
し
て
い
る
。
確
か
に
ヵ
ル
ド
ゥ
;
チ

ョ
は
若
輩
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
新
画
風
を
暗
に
非
難
し

(資
料
3
)、
ま
た
そ
れ
に
答
え
る
よ
う
に
パ
チ
ェ
ー
コ
は
そ
れ
を
擁
護
し
て
お
り

(同
仙
)
、
こ
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の
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
ズ
ム
な
る
新
画
風
の
反
響

の
大
き
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
執
筆
は

一
六
二
〇
年
代
以
降
で
あ
り
、
カ
ラ
ヴ

ァ

ッ
ジ
ズ

ム
が
言
わ
ば
市
民
権
を
得
て
か
ら
の
評
価
な
い
し
は
反
論
で
あ
る
点
を
考
慮
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
後
の
研
究
で
、

ス
ペ
イ
ン
十
七

世
紀
絵
画
に
対
す
る
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ
の
影
響
は
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
単
純
で
大
き
く
は
な
く
、
在
来
の
テ
ネ
ブ
リ
ズ
ム
の
伝
統

や
フ

ラ
ン
ド

ル
か
ら
の
影
響
が
複
雑
に
絡
み
合
い
成
立
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
の
反
論
の
第

一
は
、
十
七
世
紀
前
半
、

ス
ペ
イ
ン
に
も
た
ら
さ
れ
た
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ

(
コ
ピ
ー
も
含
め
て
)

の
作
品
が
意
外
に
数
少
な
か

っ

(註

6
)

た

こ
と

を
資

料

的

に
裏

付

け

た

こ
と

で
あ

る

。

サ

ラ

ス

は
19

点

を

調

べ

上
げ

、

カ

ラ

ヴ

ァ
ッ
ジ

オ

画

派

の

作

品
数

も

そ

れ

以

上
あ

っ
た

と
想

定

し

つ

つ
も

、

ス

ペ
イ

ン
自

然

主
義

の
形

成

に
唯

一
、

決

定

的

な

要

因

で
あ

っ
た

と

す

る

通

説

に
疑

問

を

投

げ

か

け

た

。

の

み

な
ら

ず

、

サ

ラ

ス
は
、

ス

ペ
イ

ン
で

の
自

然

主

義

に

は

そ

の
光

の
効

果

が

カ

ラ

ッ
チ
兄

弟

や

バ

ッ
サ

ー

ノ
、

ル

カ

・
カ

ン
ビ

ア

ー
ゾ

の

イ

タ

リ

ア
人

に
、

ま

た

ナ

ポ

リ
在

住

の

〃
小

ス
ペ

イ

ン
人
"

リ

ベ

ー

ラ

に
触

覚

値

や

果

敢

な

構

図

法

が

、

そ

し

て

フ

ラ

ン
ド

ル

の
風

俗

画

家

に

厨
房

と
静

物

の
組

み

合

わ

せ

が

依

拠

し

て

い

る
点

を
示

唆

し

て

い

る
。

な

る

ほ
ど

一
六

二

〇
年

代

以
降

、

カ

ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ

オ
画

風

(
カ

ラ
ヴ

ァ

ッ
ジ

ェ
ス
キ

O
鍵

9
<
9
ひq
鐙
①
ω
o
ぼ
)

の
伝

播

は

リ

ベ

ー

ラ

を
介

し

て

一
般

化

し

て
く

る

。

ま

た

同

画

派

の
ボ

ル
ジ

ア

ン

ニ
が

一
六

〇
〇

年

頃

と

一
六
〇

五

年

の

二
度

渡

西

し

て

制

作

し

、

サ

ラ

チ

ェ
ー

こ
の
三

点

が

一
六

=

二

へ
註
7
)

1

一
四

年

頃

ト

レ
ド

に

入

り
、

カ
ヴ

ァ

ロ
ッ

ツ

ィ
が

一
六

一
七

年

に

マ
ド

リ

ー
ド

に
滞

在

し

た

事

実

も

注

目

さ

れ

る

(挿
、図

1
、

2
)
。

し

か

し

そ

れ

以

前

、

自

然

主
義

的

な
傾

向

の
強

い

テ

ネ
ブ

リ
ズ

ム
が

テ

ィ
ン
ト

レ

ッ
ト

や

ヴ

ェ

ロ
ネ

ー
ゼ

、

蠣

燭

の
光

を

用

い

た

バ

ッ
サ

ー

ノ
や

カ

ン
ピ
、

ま

た

改

革

派

マ

ニ

エ
リ

ス
ト

の
作

品

に

よ

っ
て

こ

の
国

の
美

術

風

土

に
定

着

し

て

い
た

。

唖

の

ナ

バ

レ

ー

テ
、

モ
ラ

ー

レ

ス
、

後

期

の

エ
ル

・
グ

レ

コ
や

そ

の
弟

子

ト

リ

ス
タ

ン
、

サ

ン
チ

ェ
ス

・
コ

エ
ー

リ

ョ
、

フ

ラ

ン
シ

ス

コ

・
リ

バ

ル
タ

、

ロ

エ
ー

ラ

ス
、

フ
ラ

ン

シ

ス

コ

・
デ

・
エ
レ

ー

ラ

(父

)
、

コ
タ

ー

ン

は
等

し
く

先

述

の
転

換

期

に
活

躍

し

た
が

、

イ

タ

リ

ァ
遊

学

の
可

能

性

が

濃

い
F

・
リ

バ

ル
タ

以

外

は

カ

ラ

ヴ

ァ

ッ
ジ

オ

を

知

ら
ず

、

ス

(註
8
)

し

ペ
イ

ン

・
テ

ネ
ブ

リ

ズ

ム

の
土
壌

で
培

わ
れ

た
も

の

で
あ

っ
た

(挿

図

3
、

4
)
。

そ

れ

は

フ
リ

ー
ド

レ

ン
ダ

ー

の
み

る

通

り

、

反

古

典

的

マ
ニ
土

リ

ス
ト

に
対
す

る

リ

ア
ク

シ

ョ
ン
で
あ

り
、

対

抗

宗

教

改

革

の

理
念

の
視

覚

化

、

イ

エ
ズ

ス
会

の
説

く

現

実

世

界

へ
の
歩

み

寄

り

の
成

果

で

あ

ろ
う

。

以

上

の
自

然

主

義

的

な

制

作

態

度

は

セ
ビ

ー
リ

ャ
時

代

の

ベ
ラ

ス
ケ

ス
に
も

受

け

継

が

れ

、

パ

チ

ェ
ー

コ
の
絵

画

論

で
も

、

「
自

然

を
手

本

に
、

モ
デ

ル

に
即

し

て
描

い
た

」

こ
と

が

力

説

さ

れ

て

い
る

(資

料

仙

、

狙

)
。

と

は

い
え

、

パ

チ

ェ
ー

コ
は

ベ

ラ

ス

ケ

ス

の
略

伝

の
中

で

カ

ラ

ヴ

ァ
ッ

ジ

オ

に

言

及

し

て

お
ら

ず

、

ま

た
当

時

も

た

ら

さ

れ

た

一
枚

の
カ

ラ

ヴ

ァ
ッ
ジ

オ

(挿

図

5
)

を

一
六

一
〇

年

代

の

ベ

ラ

ス
ケ

ス

(例

え
ば

カ

タ

ロ

一一一4



グ

6
・

7
)

と

比
較

す

れ

ば

、

前

者

の

一
条

の
光

線
、

古

典

的

フ

ォ
ル

ム
、

劇

的

モ

ニ

ュ
メ

ン
タ

リ

テ

ィ
ー

の
点

で

影

響

関

係

が

あ

る

と

は
断

じ
が

た

い
。

ベ

ラ

ス
ケ

ス
の
初

期

作

品

は
極

め

て
純

朴

で

リ

ア

ル
な

精

神
、

事

物

へ
の
直

截

な
凝

視

を
特

徴

と

す

る

が

、

そ

の
濃

密

な
光

と

影
、

人
物

や

事

物

の
彫
塑

的
造

形

、

モ
デ

ル

に
即

し

て

の
制

作

態

度

は
早

く

も

か

れ

以
前

、

"
テ
ネ

ブ

リ

ズ

ム
的

自

然

主
義

〃

(
ペ

レ

ス

・
サ

ン

チ

ェ
ス
)

の
画

家

た

ち

に

胚
胎

し

て

い

た
要

素

で
あ

っ
た
。

勿

論
・

カ

ラ

ヴ

ァ
ッ
ジ

オ

に

お

い

て
頂

点

を
極

め

る
自

然

主

義

へ
の
志

向

は

バ

ロ

ッ
ク

絵

画

成

立

の

た

め

の
汎

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的

な

現

象

で
あ

り

、

反

マ
ニ

エ
リ

ズ

ム
の
画

家

た

ち
が

競

っ
て
求

め
た

鮮

烈

な

感

受

性

で

は

あ

っ
た
。

が
、

ユ

ス
テ

ィ
、
ベ

ル

エ
ー

テ
、

マ
イ

ヤ

ー
以

来

、
ボ

レ
リ

ウ

ス
、

ト

ラ

ピ

エ
、

ラ

フ

エ

ン
テ

・
フ

ェ
ラ

ー

リ
や

近

年

で

は

ミ

ル

ナ

ー

・
カ

ー
も

、

ベ

ラ

ス
ケ

ス
に
対

す

る

カ

ラ
ヴ

ァ

ッ
ジ

オ

の
直

接

的

な

影

響

に
関

し

て
は
・
否
定
的
な
い
し
消
極
的
な
判
断
し
か
下
し
て
総

毘
・

そ
の
典
型
が
・

E

・
ウ
ォ
表

去

ウ
ス
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
「
カ
ラ
ヴ

・
・
ジ
、

ス
キ
な
る
用
語
は
以
上
の
議
論
を
満
た
す
画
家
た
ち
や
十
七
世
紀
の
十
年
代
に
ロ
ー
マ
で
学
ん
だ
フ
ラ
ン
ド
ル
、
フ
ラ
ン
ス
の
多
く
の
画
家
た
ち
に

は
正
当

に
適
用
し
う
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
暗
い
室
内
を
背
景
に
人
物
を
激
し
く
照
ら
し
出
す
趣
向
は
ど
う
や
ら
時
代
の
趨
勢
で
あ

っ
た
ら
し
く
、

例
え
ば

若
い
ベ
ラ
ス
ケ
ス
や
若
い
ゲ
ル
チ
ー
ノ
の
場
合
、
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ
か
ら
の
直
接
、
間
接
の
影
響
を
何
ら
受
け
ず

に
独
自
に
導
き
出
し
た
も

(註
10
)

の

で

あ

る

」
。

5カ ラ ヴ ァ ッジ オ 「サ ロ メ と ヨハ

ネ の首 」

し

か
も

、

ペ

レ

ス

・
サ

ン
チ

ェ
ス

の
再

点

検

に

よ

れ
ば

、

カ

ラ

ヴ

ァ
ッ
ジ

オ

の

ス
ペ

イ

ン
画

家

へ
の
影

響
[

は

い
ち

い

ち

の
作

例

に
左

右

さ

れ

た

と

い
う

よ

り

、

現

実

に

即

し

て

の
制

作

態

度

に
あ

る

の
だ

と

い
う

。

つ

ま

り
、

ス

ペ
イ

ン
の

カ

ラ
ヴ

ァ

ッ
ジ

ス
タ
と

は

カ

ラ
ヴ

ァ

ッ
ジ

オ

の
追

随

者

で

な

く

、

現

実

の
模

倣

者

δ
ω

o
o
豆
ω
富

ω
創
①

δ

同
$

ま

巴

を
指

す

の

で
あ

る
。

ベ

ラ

ス
ケ

ス
の
場

合

も

、

カ

ラ

ヴ

ァ
ッ
ジ

オ

と

い
う

偉

大

な

る

個
性

を

は

る

か

に
望

み

つ

つ
、

そ

の
漠

た

る

感

化

を

越

え

て

自

ら

の
芸

術

形

成

に
邁

進

し

た

と
考

え

て
よ

か

ろ

う
。

皿

さ
て
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
初
期
作
品
の
半
数
近
く
が
主
題
の
上
か
ら

一
種
の
風
俗
画
、
人
物
を
配
し
た

"
ボ

一 一5
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デ
ゴ
ン
〃
と
呼
べ
る
だ
ろ
う

(カ
タ

ロ
グ
ー
、
2
、
3
、
4
、
佃
、
5
、
6
、
7
、

13
)。

そ
の
源
泉
が
フ
ラ
ン
ド
ル

・
マ
ニ
エ
リ
ス
ト
に
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
つ
ア
ー
ル
ツ
ェ
ン
、
ブ

ッ
ク
ラ
ー
ル
の
風
俗
厨
房
画
は
十
六
世
紀
の
後
半
に
流
行
し
、
前
景
に
台
所
や
市
場
、
後
景
に
多
く
は

聖
書
の
場
面
を
配
し
、
両
景

の
空
間
を

一
つ
の
連
続
と
し
て
組
み
立
て
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
当
時
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
と
の
関
係
か
ら
し

て
ス
ペ
イ
ン
に
も
、
少
な
く
と
も
版
画
の
よ
う
な
形
式
で
招
来
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
確
証
は
な
い
が
、
パ
チ

ェ
ー
コ
の
フ
ラ
ン
ド
ル
旅
行

も
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
十
六
世
紀
後
半
に
限
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
る
そ
う
し
た
風
俗
厨
房
画
、

つ
ま
り
、
人
物
を
配
し
た
ボ
デ
ゴ
ン

の
作
例

は
な
父
、

ア
ロ
ン
ソ

・
バ
ス
ケ
ス
の

「
ラ
ザ

ロ
と
貪
欲
な
金
持
ち
」
(
ニ
ハ
○
○
ー
〇
二
頃
、
挿
図
6
)
が
最
初

の
作
品
で
あ
る
。

そ
こ
に

は
フ
ラ

ン
ド
ル
の
影
響
が
明
ら
か
に
み
ら
れ
、
サ
ン
チ

ェ
ス
・
コ
タ
ー
ン
の
よ
う
な
、
独
自
の
ス
ペ
イ
ン
的
ボ
デ
ゴ
ン
の
精
神
は
稀
薄

で

あ

ろ

う

(挿
図
7
)
。
後
者
は
野
菜
、
果
物
、
台
所
用
具
を
窓
辺
あ
る
い
ば

ニ
ッ
チ
に
幾
何
学
的
な
リ
ズ
ム
で
並
べ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
修
道
院
の
食
堂
を
飾

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
象
徴
性
は
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
前
景

に
登
場
す
る
静
物
は
極
め

(
註
11
)

て
糶

謬

墾

詰

影

謙

籍
銃

蕁

隷

鶴

簿

縫

静

し
て
い
た
(資
料
6
)。だ
が
お
そ
ら
く
+
六
世
紀

へ

以
降
、

パ
チ

ェ
ー
コ
に

「様
々
な
食
事
や
飲
み
物
の
あ
る
ボ
デ
ゴ
ン
」
と
あ
る
よ
う
に
、
台
所
や
食
卓
に
並
ん
だ
質
素
な
食
事
と
か
飲
み
物
を
描
い

た
絵
も

"
ボ
デ
ゴ
ン
"
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ボ
デ
ゴ

ン
に
人
物
を
配
し
た
構
成
を
採
用
し
た
の
は
ベ
ラ
ス
ケ
ス
が
最

初
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
新
し
い
ジ

ャ
ン
ル
が
あ
る
種
の
大
気
を
博
し
、
注
文
も
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
パ
チ
ェ
ー
コ
の
記
述

(資
料
¢
)
や
、

『絵
画

の
対
話
』

の
中
で
、
宮
廷
画
家
ビ
セ
ン
テ

・
カ
ル
ド
ゥ
ー
チ

ョ
が
自
然
の
模
倣
や
ボ
デ
ゴ
ン
を
逆
に
強
く
非
難
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
推

察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

(資
料
3
)。

こ
れ
ら
人
物
を
配
し
た
ボ
デ
ゴ

ン
は
、
背
景
に
宗
教
場
面
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か

(カ
タ

ロ
グ
4
、
7
)
否
か
で
宗
教
的
、
非
宗
教
的
な
ニ
タ
イ

プ
に
分
類
さ
れ
る
。
九
点
の
ボ
デ
ゴ

ン
中
、
「
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
水
売
り
」

(同
13
)
以
外
は
食
卓
か
台
所
を
舞
台
に
二
、
三
名
の
人
物
の
上
半
身
が
前

景
を
大
き
く
圧
し
て
い
る
。
し
か
も
画
家
の
視
点
は
高
く
、
対
象

に
近

い
。

一
方
、
厳
密
な
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
が
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
最
初
期
の

三
点

(同
1
、
2
、
3
)
は
明
暗
描
法
、
テ
ー
ブ
ル
の
処
理
の
点
で
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ
風
だ
が
、
主
題
上
、
宗
教
的
な
意
図
は
な
く
、
漠
た
る
寓
意

を
秘
め
た
風
俗
画
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
で
も
十
七
世
紀
前
半
、
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ
に
学
ん
だ
テ
ー
ル
ブ
ル
ッ
ヘ
ン
、
ホ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
、
バ
ブ
ー
レ

ン
等
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
画
派

,8-一



(
註
12
)

が
静

物

画

や
風

俗

画

を
制

作

し
た

が

、

彼

ら

の
作

品

が

ス

ペ
イ

ン
に
導

入

さ

れ

る

の

は

一
六

二
〇

年

代

以

降

で
、

構

図

や

配

置

の
み

な

ら
ず

、

精

神

的

に
も

ベ

ラ

ス
ケ

ス
の
そ

れ

と

は
大

き

な

隔

た

り

が

あ

る

。

従

っ
て
、

宗
教

的

ボ

デ
ゴ

ン
の

ソ
ー

ス
は

フ

ラ

ン
ド

ル

.
マ

ニ

エ
リ

ス

ト

の
作

例

に
求

め

る
他

は

な

い

で
あ

ろ
う

。

マ
イ

ヤ

ー
、

N

・
マ
ク

ラ

ー

レ

ン

の
後

、

ソ
ー

リ

ア
は

パ

リ
国

立

図
書

館

版

画

室

で
調

査

し
、

ア

ー

ル

ツ

ェ
ン
、
ブ

ッ

ク
ラ
ー

ル
の
厨
房
場
面
と
の
関
係
を
実
証
遶

・
例
え
ば
・
了

ル
ツ
ェ
ン
の
原
画
を
も
と
に

マ
サ
ム
が
版
刻
し
た

「
金
持
ち
と
芒

い
ラ
甘

」

(挿
図
8
)
は
日
常
の
情
景
と
そ
れ
を
意
味
上
補
完
す
る
後
景
の
組
み
合
わ
せ
の
点
で
、

ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
初
期
作
品

(カ
タ

ロ
グ
4
、

7
)
の
み
な

ら
ず
、
晩
年
の

「
ア
ラ
ク
ネ
の
寓
話

(織
女
た
ち
)」

(挿
図
9
)
の
構
図
法
と
の
類
似
を
思
わ
せ
る
。

と
す

れ
ば
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
構
図
法
は
十
六
世
紀
後
半
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ト
の
域
を
出
な
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
バ

ロ
ッ
ク
の
巨
匠
は
画
面

を
決
し
て
説
話
的
、
教
訓
的

(例
え
ば
大
食
、
放
蕩
)
に
組
み
立
て
て
い
な
い
点
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
し
か
も
絵
画
空
間
内
で
、
様
々
な
レ
ヴ

ェ

ル
の
現
実
が
交
錯

・
融
合
し
、
同
時
代

の
ス
ペ
イ
ン
演
劇
の
ご
と
く
、

一
つ
の
世
界
の
中
で
他
の
世
界
を
不
意
に
暗
示
、
転
調
し
て
い

る

の

で
あ

醤

多
分
・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
呈

の
教
訓
的
風
俗
画
を
参
考
と
し
な
が
ら
も
、
前
芝

、
当
世
風
の
質
朴
突

物
、
食
器
や
料
理
類
を
コ
タ
↓

以

来
の
峻
厳
で
簡
潔
な
ス
ペ
イ
ン
静
物
画
の
伝
統

(挿
図
10
)

に
な
ら

っ
て
配
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
二
点
の
宗
教
的
ボ
デ
ゴ
ン
に
関
し
て
は
、
背

景
に
、

こ
の
前
景
の
主
題
を
補
完
す
る
聖
書
か
ら
の
引
用
に
よ
る
小
場
面
を
添
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
作
画
上
の
試
み
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
わ

10ベ ラ ス ケ ス 「三 人 の楽 士 た ち」

(カ タ ロ グ1,部 分)

11ベ ラ ス ケ ス 「マ ル タ とマ リアの

家 の キ リス ト」(カ タ ログ7,部

分)
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れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
室
内
風
景
に
次
元
を
異
に
す
る
第
二
の
情
景
を
導
入
す
る
構
図
法
は
す
で
に
十
五
、
六
世
紀
の
宗
教
画
や
肖
像
画
に
そ
の
萌
芽
が
認

め
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
室
内
風
俗
画
に
お
い
て
発
展

し

た
。

シ
ャ
ス
テ
ル
は
こ
う
し
た
意
匠
を
、

1

室
内
に
絵

(所

謂
、
画
中
画

b
巴
肆
自
①
量
昌
ω
鼠

b
巴
暮
二
民①)
を
飾
り
、
画
面
全
体
に
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
換
起
す
る
、

2

鏡
を
も
ち
込
み
、

画
中

で
の
不
可
視
な
る
も
の
を
現
前
さ
せ
る
、
3

放
た
れ
た
扉
や
窓
を
通
し
て
外
の
風
景
や
人
物
を
見
せ
る
、
と
い
う
三
種

の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い

(註
15
)

る
。
と
す
れ
ば
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
そ
れ
は

(挿
図
11
)
ど
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ベ
ラ

ス
ケ
ス
の
場
合
、
背
壁
の
小
画
面
は
漠
然
と
し
て
い
て
い
ず
れ
と
も
決
定
し
が
た
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
画
中
画
と
か
鏡

(腰
か
け
た
キ
リ

ス
ト
が
左
手
を
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
が
祝
福
の
ポ
ー
ズ
な
ら
ば
鏡
と
な
ろ
う
)
よ
り
も
む
し
ろ
、
窓
か
ニ
ッ
チ
を
通
し
て
見
え
る
隣
室
の
情
景
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
小
場
面
の
周
囲
に
か
す
か
な
枠
組
が
認
め
ら
れ
、
「
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
家
の
キ
リ

ス
ト
」
(カ
タ
ロ
グ
7
)
で

は
人
物
が
影
を
お
と
し
、
「
エ
ン
マ
ウ
ス
の
夕
餐
」
(同
4
)
で
は
小
場
面
の
右
縁
に
扉
ら
し
き
も
の
が
識
別
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
も
、
ベ
ラ

ス
ケ
ス
芸
術
と
親
近
性
の
あ
る
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
、

エ
ル
・
グ
レ
コ
の
場
合
は
、
画
中
画
で
な
く
、
背
壁
に
開
か
れ
た
屋
外

の
風
景
で
あ
る
こ
と
も

留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
く

し
て
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
初
期
作
品
、
就
中
人
物
を
配
し
た
ボ
デ
ゴ
ン
は
十
六
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ド
ル
風
俗
画
や
そ

の
版
画
を
モ
チ
ー
フ
と
構

想
の
出
発
点
と
し
、
ま
た
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
派
の
省
像
画
に
求
め
ら
れ
る
背
景
の
処
理
も
加
味
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
光
の
効
果
や
濃
密
な
明

暗
描
法
、
暗
褐
色
や
イ
エ
ロ
ー

・
オ
ー
カ
ー
の
支
配
に
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
ズ
ム
の
抬
頭
を
背
景
と
し
つ
つ
、
十
六
世
紀
後
半

に
始
ま
る

ス
ペ
イ
ン
絵
画

の
伝
統
、
テ
ネ
ブ
リ
ズ
ム
的
自
然
主
義
の
土
壌
で
培
わ
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
十
七
世
紀
初
頭
の
ス
ペ
イ
ン
は
フ
ラ
ン
ド
ル
、
イ
タ
リ
ァ
か

ら
美
術

品
が
も
た
ら
さ
れ
、
ま
た
ア
ン
ダ
ル
シ
ー
ア
の
都
セ
ビ
ー
リ

ャ
は
新
大
陸
向
け

の
宗
教
美
術
品
輸
出
の
中
心
地
と
な
り
、
工
房
は
活
況
を
呈

し
て
い
た
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
初
期
作
品
は
そ
う
し
た
環
境
下
で
制
作
さ
れ
た
。
そ
の
リ
ア
ル
で
純
朴
で
逞
ま
し
い
画
風
は
後
に
マ
ド
リ
ー
ド
の
宮
廷

世
界
で
巨
匠
へ
と
成
長
す
る
こ
の
画
家
の
・
出
自
や
周
辺
の
生
活
風
景
を
語

っ
て
い
る
と
同
殲

・
+
七
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
社
会
構
造
や
時
代
の
文

学
的

ヒ
ー
ロ
ー
、
す
な
わ
ち
ピ
カ
レ
ス
ク
的
側
面
を
も
垣
問
み
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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皿

　　
レ
　

一
六

一
〇
年
十
二
月
、
セ
ビ
ー
リ

ャ
で
パ
チ
ェ
ー
コ
の
工
房
に
入
門
し
た
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
、
六
年
間
の
徒
弟
修
業
の
後
、

一
六

一
七
年
三
月
十
四

日
に

"
聖
像
画
家
"
(す
な
わ
ち
宗
教
画
家
)
と
な

っ
た

(資
料
2
)。
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
パ
チ
ェ
ー
コ
指
導
下
の
こ
の
修
業
時
代
、
若
い
ベ
ラ

ス
ケ
ス
は
ど
の
よ
う
に
学
び
、
何
を
体
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
パ
チ

ェ
ー
コ
は
多
く
を
語

っ
て
は
い
な
い

(資
料
佃
)
。

た
だ
、

父

フ
ア
ン
.
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
と
の
間
に
交
わ
さ
れ

た
徒
弟
契
約
の
条
件

(資
料
1
)
は
、
徒
弟
の
衣
食
住
や
医
者
代
ま
で
保
証
し
、
師
の
全
知
識
を
伝
授
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
代
わ
り
、
同
じ
屋
根

、

の
下
で
暮
ら
す

一
種
の
下
僕
と
し
て
仕
え
、
画
家
組
合
に
登
録
し
親
方
と
し
て
自
立
す
る
ま
で
、

一
切
の
自
由
な
制
作
を
禁
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
現
存
作
品
の
大
半
が

一
六

一
七
年
の
聖
ル
カ
画
家
組
合
登
録
以
降
と
な
っ
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

パ
チ

ェ
ー
コ
は
絵
画
論
中
の
第

一
書
、
十
ご
章
で
絵
画
教
育
を

「徒
弟
、
向
上
、
完
成
」
の
三
段
階
に
峻
別
し
て
論
じ

て
い
る
。
第

一
段
階
は
、

"絵
の
魂
、
生
命
"
で
あ
る
デ
ッ
サ
ン
を
師
の
手
本
や
自
然
に
即
し
て
徹
底
的
に
学
ぶ
こ
と
、
第
二
段
階
は
各
種
技
法
を
駆
使
し
て
作
品
に
総
合
す

る
能
力

の
育
成
・
そ
し
て
第
三
段
階
で
職
業
画
家
と
し
て
独
立
し
、
自
己
の
資
質
を
存
分
に
発
揮
し
て
創
作
し
う
る
の
で
あ
る
。
早
熟
だ

っ
た
と
は

い
え
、

ベ
ラ
ス
ケ
ス
も
そ
う
し
た
段
階
を
着
実
に
踏
ま
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
「ま
だ
少
年
だ

っ
た
頃
、

村
人
の
見
習
い
を

モ
デ
ル
に
雇
い
、

泣
い
た

り
、
笑

っ
た
り
と
い
う
様
々
な
動
き
や
ポ
ー
ズ
を
と
ら
せ
て
デ
ッ
サ
ン
を
修
得
し
た
」
と
パ
チ
ェ
ー
コ
が
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
(資
料
翼
)
、
初
期

の
段
階

で
完
璧
な
素
描
を
、
続
い
て
ボ
デ
ゴ
ン
と
宗
教
画
の
制
作
を
通
し
て
顔
料
の
準
備
、
賦
彩
、
明
暗
法
、
構
図
法
、
遠
近
法
を
学
ん
で
い
っ
た

(註
18
)

と

推

察

さ

れ

る
。

し

か
も

、

師

の
影

響

は
そ

う

し

た
実

践

面

に
劣

ら
ず

、

理

論

面

で
も

一
層

大
き

か

っ
た

で
あ

ろ
う

。

フ

ラ

ン
シ

ス

コ

・
パ

チ

ェ
ー

コ

(
一
五

六

四

酬蠡
繹
馨
鞭
職
難
隙絶
難
墾
櫞
煢
講
鶴
プ"黥
蝶
鋸

鷲
赫

っ
て
い
た
妻

で
麺

・
当
垈

流
の
詩
人
・
文
人
・
学
者
、
貴
族
篆

簍

っ
て
テ
ル
ト
ゥ
ー

ア
畫

ね
、
彼
ら
の
話
題
は
壼

ハ古
代
と
キ
リ

ス
ト
教

の
両
文
野
に
ま
た
が
り
、

人
文
主
義
的
教
養
を
深
め
、

神
学
を
論
じ
、

共
同
で
研
究
す
る
自
由
な
雰
囲
気
の
サ

ロ
ン
風

"
ア
カ
デ
ミ
ー
"
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と
な

っ
て
い
た
。
パ

ロ
ミ
ー
ノ
は
そ
の
美
術
家
列
伝

『絵
画
館
と
視
覚
規
範
』

の
中
で
、
「
パ
チ

ェ
ー
コ
の
邸
宅
は
黄
金

に
彩
ら
れ
た
美
術

の
巣
窟
、

ア
カ
デ

ミ
ー
、

そ
し
て
セ
ビ
ー
リ

ャ
の
偉
大
な
精
神
の
学
校
」
(資
料
5
)
と
形
容
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
か
れ
の
重
要
性
は

一
六
〇
〇
年
頃
よ
リ

セ
ビ
ー
リ

ャ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
指
導
者
と
し
て
君
臨
し
、

後
に

『絵
画
芸
術
、

そ
の
古
典
性
と
偉
大
』

(
一
六
四
九
年
刊
行
)
を
執
筆
し
た
こ
と
以

上
に
、

師
、
続
い
て
岳
父
と
し
て
、
実
践
と
理
論
の
両
面
で
、
ま
た
精
神
的
に
も
形
成
期
に
あ

っ
た
若
い
ベ
ラ
ス
ケ
ス
に
消
し
が
た
い
刻
印
を
吹
啓

込
ん
だ

こ
と
で
あ
ろ
う
。

ベ
ラ

ス
ケ
ス
は
そ
う
し
た
知
的
、
芸
術
的
な
サ
ー
ク
ル
の
な
か
で
育
ち
、
技
法
や
図
像
学
を
学
び
、
絵
画
の
崇
高
さ
を
教
え
ら
れ
、
古
典
世
界
や

人
文
主
義
的
教
養
に
も
通
暁
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
六
六
〇
年
、
巨
匠
の
死
後
作
成
さ
れ
た
遺
産
目
録
中
、

ユ
ー
ク
リ

ッ
ド
や
ウ
ィ
ト

ル
ウ
ィ
ウ
ス
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
リ
ー
パ
か
ら
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
、
ヴ

ァ
ザ
ー
リ
、
デ

ュ
ー
ラ
ー
に
及
ぶ
百
五
十
四
冊
の
多
彩
な
蔵

(
註
21
)

書
目
録
が
そ
の
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。
そ
の
何
冊
か
、
い
や
多
く
が
岳
父
パ
チ

ェ
ー
コ
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
と
考
え
て
間
違

い
あ
る
ま
い
。

パ
チ

ェ
ー
コ
は
同
絵
画
論
第

一
書
の
冒
頭
で
、
ま
ず
、
「絵
画
は
、

眼
が
事
物
に
つ
い
て
知
覚
し
う
る
も

の
を
、

線
と
色
彩
を
駆
使
し
て
再
現
す

る
芸
」、

「絵
画
は
線
と
色
彩
で
模
倣
を
示
す
芸
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
後
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
に
な
ら

っ
て
、
描
く
行
為
が
隷
属
的
、
職
人
的
な

作
業
で
は
な
い
と
論
じ
・
画
家

の
地
位
の
巖

と
そ
の
貴
族
隻

力
説
し
て
霾

・
こ
う
し
た
主
張
は
ま
だ
駈
け
出
し
の
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
胸
に
魅
惑

的
に
吹
き
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
し
・
そ
れ
が
晩
年
の
傑
作

「
ラ
ス

゜
メ
ニ
ー
ナ
ス
」

の
自
画
像
に
・
そ
の
ず

ズ
と
表
情

に
蓬

化
さ
れ
る
の
募

(註
23
)

る
。
さ
ら
に
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
指
摘
に
あ
る
通
り
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
古
典
古
代

へ
の
関
心
に
目
ざ
め
、
人
文
主
義
的
遺
産
を
継
承

し
、
宗
教
以
外
の
諸
テ
ー
マ
を
独
創
的
に
再
解
釈
し
て
実
作
に
生
か
し
え
た
唯

一
の
十
七
世
紀

ス
ペ
イ
ン
人
画
家
に
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
。

一
六
二
三
年
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
よ
り
大
き
な
活
躍
の
舞
台
を
求
め
て

マ
ド
リ
ー
ド
に
転
出
す
る
。
そ
こ
で
豊
か
な
王
室
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ゴ
ン
に

出
会
い
、

ル
ー
ベ
ン
ス
を
知
り
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
遊
学
を
通
し
て
、
か
れ
の
芸
術
は
大
き
く
は
ば
た
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
飛
躍
を
可

能
な
ら

し
め
た
基
盤
が
こ
の
セ
ビ
ー
リ

ャ
時
代
に
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

一
方
で
、
テ
ネ
ブ
リ
ズ
ム
的
自
然
主
義
の
伝
統
の
な
か
で

リ
ア
ル
か
つ
直
截
な
対
象
把
握
を
、
他
方
で
パ
チ
ェ
ー
コ
を
核
と
す
る
セ
ビ
ー
リ
ャ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
精
神
と
人
文
主
義

的
教
養
を
体
得
し
、
宮
廷

画
家
と
な

っ
て
か
ら
の
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
人
生
と
そ
の
作
品
に
生
き

つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。

註(
1
)

§

丶
ミ

さ

貯
ミ

ミ

隷
§

き

ミ
§

ミ
醇

ミ

惑

ミ
ミ

ミ

恥
§

ミ

ミ

ミ
ミ
§

奄
丶
音

§

鬟

ミ
ミ

ミ
馬

N
窃
偽
偽
-
N
℃
軌
♪

<
皀
゜
HH℃
∪
8

仁
ヨ
①暮

o
ω℃〕
≦
"
脅

崔
"
一〇
〇ρ

℃
℃
°
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§

ー
ト
蜀

(
以
下
、
.
、攴

ミ

.
と
略
)

(
2
)

諺
』

°
勹
ぎ

ω
ぎ

冨

"
冨

g

・
同・
琶

畳
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§

・
・b
・§

・
・
§

§

§

島

・ミ

こ

§

詮

恥篤恥
鉱
鳴
ミ

丶
、鳴
睾

ミ

馬
。
忌

"
自
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団廿

Φ
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冨

一
〇
刈
ー

嵩

刈
゜

(3
)

渉
』

°
℃
曾

・・
ω
ぎ

曹

ひ

音

巴

。
・
讐

§

。
・
g

田

国
・
§

㌶
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黛
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劇
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ミ
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ミ
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§
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5
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§

穿

鷺

誉

L
≦
匙

ユ
α
し

㊤
鸛
・

、

.

.

°、」

松

井
美
寧

「
ト
・
ド
派

サ
ン
チ

ェ
ス

三

タ
・
に
つ
い
て
」
美
術
史
学
第

・
号

昭
和
辛

六
年

=

一
⊥

三
三
ぺ
盲
ジ
。

(
4
)

ヨ

霞

゜
亀
ぎ

傷
・び

§

§

ミ
警

§

駄

§

、§

§

ミ

莟

§

ミ

§

§

感
§

畿
蠢

ン

①毒

磯
。
村
ぎ

奮

。。・

(
5
)

回
』

曇

ま

Φ
霧

翼

・
噛
畧

巴
冨

Σ

器

謹

α・
豈

卜
・
ミ
§

ヒ。
。
N§

ミ

琶

蒙

・
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鼠

馬
卜
丶
嚇鳴
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鳴
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黛
・も
Q丶§
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篳
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ω
.

(
6
)

図
゜
住
Φ
ω
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9・
9

。
器

蠢
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博二

冨

§

囂

α・
α・
団羃

・
巳

・
℃
葺

§

・
・§

。歹

G
蟄
丶
§

塾

。
恥
帆
ら匙
蝋§

躇

§

ミ
菊

。
8
9
・
簔

.

(
7
)

諺
』

°
辱

・
・
ω
ぎ

冨

ト

ミ
§

跨

戚ニ

ミ

§

ミ

ミ
跨
§

愚

§

蕩

Φき

9
る

Φ。
・、o
。け
・
§

ω・

窪

も

器

蠢

σ・
δ

≦

°
・
。
・
耄

・
か・
α・
薹

・
・巳

ぎ

ぎ
窪

・舘

・
讐

。
歹

o
ミ

§

醤

。
鳴
帖
ら黛
丶
亀
魁
犠
窕

§

ミ

曷

。
罫

§

虧
・

(
8
)

勹
曾

震

ω
ぎ

。
9

N
堕
愚

ピ

帖、
こ

δ

『
ω
・

(9
)
そ
諜

髭

グ勲

諜

ざ

爨

誉

ざ
凶゚邑

馨

冨
゜
冨
旨
昌
窪

目
昌

5

譯

N禽

ミ

鳴
孕

2
Φ≦

唄
o
蒔

し

零
①
゜

靆

霧
蒙

繋
鑽

議

鞠緯

讒
躍.警

p

国
゜
o
§

8

一)
暫

㍉

、§

§

§

N
野

ミ
§

§

辱
§

ミ

埼

博
ミ

ミ
ミ

》
o
蕁

霽

量

謹

s

o
け
゜
ω
蕚

冒

ぴ・
噛
・黥

き

ミ

馬
§゚

ミ
こ

鳴
、N"食

§

§

こ

§

丶
ミ

・
㌔

・
塁

ま

・。・
(bO"
嬬
O
<
凶ωO
q

①α
゜
一⑩◎◎bの
)
・

H』

①
韓

窪
ぎ

℃
§

覈

§

・§

ミ

禽

§

しu
§

鷺

ミ

こ

き

ミ

8

ミ

⑦
喧

。
遍
蒹

寓
9
琶

g

§

。
・

,

こ
こ
で
注
意
す

べ
き

は
、

カ
ベ
ス
タ

ニ
ィ
も
定
義
し

て
い
る
よ
う
に
、
花
と
か
果
物
を
描
い
た
静
物
画
を
ボ
デ
ゴ

ン
あ
る
い
は
小
ボ
デ

ゴ

ン

(び
。
9

σq
o
霧

筥
o
)
と
区
別

し
、
後

者

は
山
海

の
珍
味
、
野
菜
、
菓

子
等

の
多
彩

な
食

べ
物

に
加
え

て
食
器
類
を
含

み
、
通
俗
的
に
し
ば
し
ば

"
厨
房
画
"
と
も
呼
ば
れ
た
。

以
下

の
論
文
も
参
照
せ
よ
。

遠
藤

恒
雄

「
ベ
ラ

ス
ケ

ス
初

期
作
品
の

一
考
察
」
『
美
学
』
82
号
、
昭
和
45
年
。

、

。

M器

羅

.麟

鋒

蕁

蕪

簸

僧げ肇

総
Φ露
§

轤
難

脚.ギ
　
ー

耄

.

罫

ω
゜
冨

る

゜
§

山
Φ巨

ω
げ
・゚
。
・
§

ω
。
胤
じd
程
。
自

Φ
霊

ぎ
音

σq
ω
ぼ

ω
旨

ジ

奪

蛛
ヒb
ミ

ミ
§
・
謹

㊤
・

ソ
ー
リ

ア
の
正
鵠
を
期
し
允
研
究
に
よ
れ
ば
、

エ
ル

・
グ
レ

コ
、

ベ
ラ

ス
ケ
ス
、

ス

ル
バ
ラ

ン
、

ム
リ
ー
リ

ョ
も
時
と

し
て
版
画
を
も
と

に
制
作
し

て
い
る
と
い
う
。

フ
ラ

ン
ド

ル
で
刻
ま
れ
、

ア
ン
ト
ウ

ェ
ル
ペ

ン
か
ら
輸
出
さ
れ
た
大
量

の
宗
教
版
画

(そ
れ
も

ル
ー

ベ
ン
ス
以
前
)
は
、

ス
ペ
イ

ン
本
国
は
も
と
よ
り
カ
ト
リ

ッ
ク
教
圏

の
及
ぶ
新
世
界

へ
も

　一一13唖



は
ら

ま

か
れ

、

対

抗

宗

教

改

革

運

動

の
図

像

テ

キ

ス
ト

と

な

り

広

ま

っ
た

の
で

あ

る
。

㌧

(
14

)

因

・°
]≦
・
切
マ
困
ヨ
o
唄
①
び

幻
Φ
巴
μω
ヨ

9
口
良

園
Φ
巴
三

Φ
ω

凶口

叶
ず
①
b
9
ヨ
け
口
αq
ω
○
悟

く
Φ
尽
N
ρ
⊆
ω
斜

O
蟄
恥
ミ

鷺

"
鴨

ヒq
馬
亀
ミ
琴
臨
慧

℃
お
O
Q。
°

(
15
)

諺
・
O
げ
鋭

話

㌍

い
①

什
p
び
δ
鋤
ロ
.
α
簿
自
ω

HΦ

汁
鋤
庄

Φ
僧
タ

⑦
、蔑

ミ
§
亀

S

鳴
丶
、魁
爵

丶
ミ
§
晦

き

駄
笥
丶

鼕

ミ
無

駄
毳

毎
魎
恥
§
亀
ミ

ミ
織
跨

℃
お

奚

゜

(
16
)

ベ
ラ

ス
ケ

ス
.の
出

自

、冖.
サ

千

ン
と

貴

族

性

に

関

し

て

は

以

下

を

参

照

。

匂
・
い
ひ
b
Φ
N
-
陶
Φ
団
植
冖Z
O
ヨ
び
村
①
ω

同

昌
○
ヨ
げ
同
鋤
傷
博
9

伽
①

<
①
録
N
ρ
q
Φ
梦

O
遑

良
》
H
⑩
O
O
°

」・

拙

稿

「
ベ
ラ

ス
ケ

ス
の

サ

イ

ン
と

貴
族

性

を

め

ぐ

っ
て

」

地

中

海゚

学

会

月

報

11
号

、

一
九

七

八
年

七

月
。

(
17
)

パ

チ

ェ
ー

コ
の
言

う

"
五
年

間

"
は

契

約

書

の
日

付

け

か

ら

数

え

て

で

あ

り

、
実

質

的

に

は

一
六

一
〇

年

に

入

門

し

て

か

ら

六

年

間

で

あ

っ
た

と

推
定

さ
れ

る

(
資

料

1

、

4

a
参

照
)
。

(
18
)

い

O
い
目
①
αq
9

<
轄
、
駄
aq
心
ミ
笥
⑳

鳴
ミ

⑦
馬
篭
丶ミ
&

ω
O
<
出
冨
℃
一
q⊃
『
餅

H
び
幽
り゚
肉
N
丶
』
誌
賊
O
丶

職
恥

亀
丶
、
馬
肋
黛
§
O

&

貸
丶
畿
吻
蛛勸
慟
O
『
僧
鵠
9
α
ρ

目
Φ
刈
①
゜

(
19

)

諺

・
ω
鋤
づ
o
げ
o

O
o
層
ぴ
曽
o
げ
9

胃
同
ρ
誘
o
凶ω
o
o

℃
鋤
o
げ
①
o
P

#

鉾

p
巳

馨

9

α
Φ

9
弉

Φ
堕
毎
丶
ら
隷
ミ
o

ミ

恥
辱
ミ
偽
ミ
題

u
お

α
㎝
》
P

刈
O
°

い

伽
ω
冨

ω
O
蝦
①
<
簿
F

国
村
"
門
9

ω
0
9
、
℃
9。
o
げ
8

0

団

国
一
渉
諄
o

鮎
Φ

冨

℃
幽⇒
け
信
吋
F

.卜
§

ミ

竃

ミ

句
芍
ミ

馬
ミ
恥
$

お
♂

℃
p

遷

ー

器

゜

(
20

)

パ

チ

ェ
ー

コ
の

ア

ガ

デ

ミ

ー

と

そ

の
雰

囲

気

、

理

論

と
実

践

に
関

し

て

は
以

下

を

参

照

。

臼
・
じd
村
O
q
P

寒

Q
晦
鴨
恥
織
§
駄

ミ

Q
匙
劬

馬ミ

⑦
馬
ミ
鴨
蕊
鷺
僑
§
味壽
-O
鴨
謡
、ミ
こ

憩

鰹
§
詠

壽

嵜

帆
謡
、ミ

触

℃
『
ぎ

0
9
0
P

δ
刈
Q◎
ゼ

(
21

)

司
・
臼
・
ω
い
隣
o
げ
而
N

O
go
降
け
ひ
梦

ピ
簿

=
び
『
Φ
鼠
①

q
Φ

<
Φ
賦
N
ρ
q
Φ
ド

き

ミ
鳴
ミ
亀
、
鳴

亀

§

ミ
鳳
ミ
蹴
鳴
融

調

駄
亀
卵

同
O
bo
ρ

b
戸

QQ
刈
⑩
ー

虧
O
①
゜

H
ぴ
自
こ

冒
O
ω

嵩
び
村
O
ω

而
ω
b
Φ
ゆ
○
ぱ
ω

ρ
⊆
Φ

b
O
の
O
矯
ひ

く
Φ
憲
N
ρ
⊆
Φ
N
鴇
..
タ

く
ゲ植
、℃
b
P

①
.ε
ー

①
睡Q◎
°

(
22
)

パ

チ

ェ
ー

コ
の
芸

術

論

と

そ

の
影

響

に
関

し

て
は

別

の
機

会

に

譲

り

た

い
。

(23
)

拙
論

「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作

ラ
ス

・
メ

ニ
ー

ナ
ス
ー

主
題
と
構
想
を
め
ぐ

っ
て
i

」
『
美
術
史
』

一
一
〇
号

昭
和
56
年
。

初

期
作

品
力

夕

ロ
グ

以
下

は
、

セ
ビ
ー
リ
ャ
時
代
の
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作
品
カ
タ

ロ
グ

へ
の
試
み
で
あ
る
。
最
初
期
の
三
点
1
、
2
、
3
番
は
研
究
者
の
間゚
で
必
ら
ず
し
も

真
筆
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
以
外
の
だ
れ
が
描
け
た
か
と
い
う
逆
説
も
な
り
立

つ
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
、
風
俗
画
的

ニ
ュ
ア

ン
ス
が
強
く
、
濃
密
な
明
暗
描
法
と
生
々
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
を
理
由
に
、
.従
来
の
年
代
よ
り
も
数
年
早
い

一
六

一
六
i

一
七
年

の
修
業
時
代

に
位
置
づ
け
て
み
た
。
尚
、
参
考
.に
し
た
文
献
等
は
以
下
の
通
σ
で
あ
る
。

O
q
蹄
δ

"
園
鳴
ミ

N
麟
ミ
鳴
N

亀
ミ
駄

さ

丶
"丶智
゜
ピ
O
ロ
幽
O
P

H
O◎
GQ
GQ
°

粕冊
誰

bO
刈
ト
無

酵

瞬

肄

゜

B

bd
①
霆

Φ
什
Φ
".
唄
鳴
ミ

ぷ

ミ

恥
゜
℃
霞

拡

H
Oo
㊤
㊤
゜

苗

誰

㊤
○○
、無

一一14



J

冒
の
昏

寒

題

憂

爵

§

§

§

§

ミ

ミ
§

駄
ミ

b

。
β

H。。。。
。。
・
(黥

・。
M
謹

。。)

苗
謬
霹

孕

資

無

辭

A

≧

冨
昌
号

あ
巴
§

巽

"
園
鳴
ミ
恥
鑒

舞

U
Φ
ω
髯

Φ
同ω
9
諺

O
①
菖
似
一恥
①
」

W
Φ
島

P

H
O
b。
9

苗

謬

H
H
9
興

M

]≦
曙

9

"
唄
鳴
ミ
ミ

ミ

鉾

卜

O
貸
ミ
N武

ミ

肉
ミ

。゚§

蕊

旦

ミ

鳴

、
"ミ
ミ

禽

亀
ミ
叙

b
ミ

ミ
ミ
鬯

・
冒
o
巳

o
P

H
㊤
ω
①
・

苗

弾

目
罐

舞

F

目
9。
皆
Φ
暮

Φ

周
奠

鑓
誌

"
関
鳴
ミ
N
§

爲
゜
H
O
巳

O
P

6
お

゜

苗

謬

旨

紳
鋤

T

↓
蠧

且
Φ
賚

壽

ミ
避

ミ

N
°
乞
Φ
髫

団
O
N
ぎ

ド
漣

。。
°

苗

謬

O
ρ
獅
冷

O

頴

§

旨

費

冒

ミ
§

Σ

や

。
い
ミ

譜

さ

ミ
ミ

ミ

N
°
寓

巴

邑

弘

o
芻

.
苗

謦

・。
・。
、揖

○
①
鞣

①
筈

Φ
お

"
b
譜

。

寄

ミ
N
Q
ミ

N
°
ud
巴

貯

藁

霧

刈
・

..

L

ピ
留

N
-閑
鬢

§

爵

ミ

鉾

卜

§

§

晦
ミ

肉
ミ
§

ミ

ミ

譜
蹄

o
§

ミ

・
冖
。
民

β

ま

・。
・

苗

謦

・。
。
舞

s

ω
Φ
喜

・
茜

切
。
。
犀

寄

く
同霎

。
・

い
曾

①
島

Φ
嘱
゜
ト
ミ

し∪
ミ

§

ミ
丸

讒

黛

ミ

・
自

轟

C

9

目
9

≧

蠧

5

寄

ミ
ミ

ミ

N
°
竃

9。
含

P

6

①県

苗

謬

置

。。
海
ノ

㌔

G

O
鼠

巨

"
園
ミ
騨

餐

舞

じd
霞
O
巴
O
蠧

博
H
㊤
お

゜

苗

謬

H
お

無

'

'

馳

K

国
①
ヨ
8

0
<
"
園
鳴
ミ
ミ

ミ

畿

ミ

⑦
鬘

筑ミ

さ

仂婁

ミ
劬
゜
ピ
8

冒

σQ
螽

P

ド
㊤
ミ

・

五
・

い
9

①
艶

Φ
貿

憂

爵

§

°
§

鳴
嚢

ミ

毳

三

§

隷
塁

蠧

霾

・
昌
亀

巴

ω
・
§

㊤
・

且

自
9
巳

・゚
"
§

ミ
芯

ミ

N
°
目
8

鮎
β

6
。。
b。
°

現
存
す

る
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
真
作
は
、
私
見
に
よ
れ
ば

一
二
〇
点
前
後
で
、
多
く
て

一
二
五
点
。
ま
た
紛
失
作
を
加
え
れ
ば
、
そ
の
六
十

一
年
の
生

涯
で
約
二
〇
〇
点
足
ら
ず

の
作
品
を
手
が
け
た
と
推
定
さ
れ
る
。
×
印
は
真
筆
と
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

カ
タ

ロ
グ

ー

「
三
人
の
楽
士
た
ち
」

西
ベ
ル
リ
ン
、
国
立
絵
画
館

・
87
×
柵
㎝

J
、
K

(
一
六

一
六
年
)、
M

(
一
六

一
八
ー

二
〇
年
)、
L

(
一
六

一

七
ー
八
年
)
、
T
、
S

(X
)

ベ
ル

エ
ー
テ
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
後
、
多
く
の
研
究
者
が
真
筆
と
判
断
。
た
だ
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
は
各
人
物
や
事
物
の
並
列
的
な
配
置
、
平
坦
な

15



16



1618年

17



1619年

一18



1620年 一

19



20



形

態

に
異

議

を

唱

え
、

エ
ジ

ン
バ

ラ

の
真

作

(
カ

タ

ロ
グ

6
)

と

の
相

違

を

指

摘

し

て

い
る
。

2

「
食

卓

の

二
人

の
男

と

少

女

」

ブ

ダ

ペ

ス
ト
、

国

立
美

術

館

96

×
柵

㎝

L

、

K

(
一
六

一
八
-

九

年

)
、

M

(X

)

し

ば

し

ば

"
朝

食

"

と

題

さ

れ

る

本

作

は

中

央

三

人

目

の
人
物

や
背

景

以
外

、

次

の

エ
ル

ミ
タ

ー

ジ

ュ
の
そ

れ

と

ほ

ぼ
同

じ

構

図

だ

が
、

ゲ

ル

ス

テ

ン
ベ

ル

ク

は

一
六

二
〇

年

頃

の

ベ

ラ

ス

ケ

ス
工

房

作

と

判
定

。

%

「
青

年

の
横

顔

」

レ

ニ

ン
グ

ラ

ー

ド
、

エ
ル

ミ
タ

ー

ジ

ュ
美

術

館

ω

×
36

㎝

M

、

L

(
一
六

一
八
ー

九

年

)
、

S

(X

)

ペ

ン
テ

ィ

メ

ン
テ

ィ
が

目

だ

つ
本

小

品

を
、

L

は
前

作

2

の

た

め

の
出

来

の

い

い
習

作

と

断

定

。

一
方

、

S

は
ブ

ダ

ペ

ス
ト

の

そ

れ

と

の
明

白

な

相
違

点

を

い
く

つ

か
挙
げ

て

コ
ピ

ー

と

判
定

し

て

い
る
。

3

「
食

卓

の
三

人

(朝

食
)
」

レ

ニ
ン
グ

ラ
ー

ド

、

エ
ル

ミ
タ

ー

ジ

ュ
美

術

館

田

×
m

㎝

L

(
デ
六

一驢
八
年

)
、

S
、

K

(
一
六

一
六
年

)
、

T

(
X
)

パ

チ

ェ
ー

コ
に

よ

る

ベ

ラ

ス
ケ

ス
略

伝

を
連

想

さ

せ
る

一
枚

で
、

多

く

の
研

究

者

が
真

筆

と

認

め

て

い
る
。

S

は
初

期

作

品

の
基

準

作

と

認

定

。

4

「
エ

ン

マ
ウ

ス
の
夕

餐

」

ダ
ブ

リ

ン
近

郊

ブ

レ

ッ

シ

ン
グ

ト

ン
、

A

・
ベ

イ

ト
卿

所

蔵

弱

×
柵

㎝

L

(
一
六
二

〇
年

頃
)

ラ
゜
ム

ベ
生

ー
テ
が

一
九

一
四
年
に
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
真
筆
と
認
め
た
後
、

充

三
三
年
の
洗
滌
で
左
奥
に
小
画
票

発
見
さ
れ
る
ま
で
、
た
だ

"
混
血

ラ

　

タ

の
女

中

"

と

呼

ば

れ

て

い
た

。

狙

「
台

所

の
混

血

女

」

シ
カ
ゴ

、

ア
ー

ト

・
イ

ン

ス
テ

ィ
チ

ュ
ー
ト

55

×
悩

㎝

ほ
と

ん
ど

の
研

究

者

が
、

前

作

の

ベ
ラ

ス
ケ

ス
自
身

に

よ

る

コ
ピ

ー

(
レ
プ

リ

カ
)

と

断

定

。

5

「
食

卓

の

二
人

の
若

者
」

ロ

ン
ド

ン
、

ウ

ェ
リ

、、・
ト

ン
卿

美

術

館

65

×
恨

㎝

M

(
一
六

一
九

1

ご
○

年

)
、

L

(
一
六

二

ご
年

頃

)

__ .21



パ
ロ
ミ
ー
ノ
の
記
述
し
た
絵

(資
料
5
)
に
極
似
し
て
お
り
、
十
八
世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
王
室
に
属
し
た
後
丶

イ
ギ
リ
ス
に
渡

っ
た
。
二
人
は
食
事

中
ら
し
く
、
左
側
の
水
壷
や
皿
は
他
の
絵
に
登
場
す
る
も
の
と
同

一
で
あ
り
、
そ
の
配
置
に
は
飾
り
気
な
い
完
璧
さ
が
あ
る
。

6

「卵
を
料
理
す
る
老
女
と
少
年
」

エ
ジ
ン
バ
ラ
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
絵
画
館

99
×
擢

㎝

M
、
T

(
一
六
二
〇
1
二
年
)

一
九
五
七
年
の
洗
滌
で

"
一
六

一
八
"
の
年
記
が
確
認
さ
れ
、

セ
ビ
ー
リ
ャ
時
代
の
作
品
目
録
を
作
成
す
る
た
め
に
も
極
め
て
重
要
な

一
枚
と

な

っ
て
い
る
。

7

「
マ
ル
タ
と

マ
リ
ア
の
家
の
キ
リ
ス
ト
」

ロ
ン
ド
ン
、
国
立
絵
画
館

60
×
悩

㎝

M

(
一
六

一
九
-
一
二

年
)

貯

画
面

に
年
記
の
断
片
を
残
し
、
同
館
の
ス
ペ
イ
ン
画
派
目
録
で

"
ニ
ハ
一
八
"
年
と
解
読
。
従

っ
て
、

エ
ジ
ン
バ
ラ
の
前
作
と
共
に
、
初
期

の
基

準
作
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス
が
自
己
の
ボ
デ
ゴ
ン
を
確
立
し
た
記
念
碑
的
作
品
。

.

王

8

「黙
示
録
を
書
く
聖
ヨ

ハ
ネ
」

ロ
ン
ド
ン
、
国
立
絵
画
館

柵
×
懼

㎝

M

(
一
六

一
八
年
頃
)、
L
、
S

(
一
六
」
九
年
頃
)

次
の

「無
原
罪
」
と
対
を
な
し
、
多
分
、

セ
ビ
ー
リ
ャ
の
履
足
カ
ル
メ
ル
会
修
道
院
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
。
モ
デ
ル
を
自
画
像
と
す
る
説
も
あ

る
が
、
逞
ま
し
い
造
形
と
的
確
な
運
筆
が
際
だ

っ
て
い
る
。

・

9

「無
原
罪
の
御
宿
り
」

ロ
ン
ド
ン
、
国
立
絵
画
館

価

×
槻

㎝

M

(
一
六

一
八
年
頃
)
、
L
、
S

(
一
六

一
九
年
頃
)

対
を
な
す
前
作
参
照
。
こ
の
テ
ー
マ
は

一
六

一
〇
年
代
に
ス
ペ
イ
ン
で
流
行
し
始
め
、
そ
の
図
像
学
を
岳
父
パ
チ
ェ
ー

コ
が
規
定
し
て
い
る
。

10

「東
方
三
博
士
の
礼
拝
」

マ
ド
リ
ー
ド
、
プ
ラ
ド
美
術
館

川
×
憫

㎝

マ
リ

ア
の
足
許
の
石
に
年
記
が
あ
り
、

一
六

一
七
か

一
六

一
九
と
読
め
る
。
こ
の
絵
が
、

一
六

一
八
年
に
結
婚
し
、
長

女
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
が
誕
生

し
た
ば

か
り
の
画
家

一
族
を
モ
デ
ル
と
し
て
、い
れ
ば
後
者
の
年
と
な
ろ
う
。
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u

垂

パ
ウ

。
」

バ
ル
セ
▽

ナ
・
カ
タ
ル
亠

ア
美
術
館

警

盈

L

(
エ
ハ
一
千

二
〇
年
頃
)、
G

(
二
三

〇
1
二
年
)

左

上

に
..ω
゜
男
諺
く
い
く
ω
.、
と

記

銘

が

あ

り

、

使

徒

シ
リ

ー

ズ

を

な
す

一
枚

で
あ

っ
た
と

推

定

さ

れ

る

が
、

詳

細

は

不
明

。

⑫

「
使

徒

の
頭

部

」

マ
ド

リ

ー

ド
・

サ

ル
テ

ス
伯

爵

夫

人
所

蔵

38

×

29

㎝

L

(
一
六

一
九
-

二

〇
年

頃
)
、

G

(
一
六

二
〇
ー

二

年

頃
)

削
作
n
と
比
較
す
れ
ば
質
的
に
劣
る
が
・
M
、
F
、
そ
し
て
L
は
後
に
大
幅
な
加
簔

な
さ
れ
た
真
筆
の
断
片
と
判
断
し
て
い
る
。

η

「使
徒
雫

マ
」

オ
ル
レ
ア
ン
美
術
館

弱
希

㎝

L

(
エ
ハ
天

⊥

δ

年
頃
)、
G

(
エ
ハ
一
九
-
二
〇
年
頃
)
)

左
上

に

・・ω
』

・
蕣

ω
6

記
篆

あ
り
、

一
九
二
〇
年
代
の
・
ン
ギ
、
ゴ
メ
ス

.
モ
レ
ー
ノ
以
降
、
カ
タ
・
グ
暑

と
同
じ
使
徒
シ
リ
ー
ズ
を

な
す
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作
と
み
な
す
点
で
ほ
竺

致
し
て
い
る
。
長
逡

よ
る
堅
固
繕

成
、
両
手
の
確
か
な
デ
.
サ
ン
カ
、
厚
塗
り
の
彫
塑
的
な
衣
襞

の
描
写

は
こ
の
青
年
画
家
の
真
摯
な
態
度
を
思
わ
せ
る
。

聡

「
セ
ビ

ー
リ

ャ
の
水

売

り

」

・

ン
ド

ン
、

ウ

ェ
リ

ン
ト

ン
卿

美

術

館

柳

×

器

L

、

s

(
エ

ハ
一
九

⊥

δ

年

頃
)
、

G

(
エ

ハ
ニ

ニ

年
)

ベ

ラ

ス

ケ

ス

の
初

期

の
擁

護

者

で
、

フ

ェ
リ

ー

ペ
四
世

専

属

の
王

室

司

祭

プ

ア

ン

・
フ

ォ

ン
セ

ー

カ

・
イ

.
フ

ィ
ゲ

ロ
ア
が

一
時

所
有

し
、

マ
ド

リ

ー

ド
移

住

に
際

し

て
画

家

自

ら

携

え

た
も

の
と

推

定

さ

れ

る
。

パ

チ

、
亠

は
、

そ

の
娘

婿

が

ニ

ハ
ニ

ニ
、

三
年

の

二
度

の

マ
ド

ー

ド

滞

在

で

彼

に
厚

遇

さ

れ
・

そ

の
家

に
逗

留

し

た

と
述

べ

て

い
る

。

一
六

二
七

年

百

、

同

司

祭

の
死
後

に
彼

の
美

術

。
叩
を
蹇

し

た

つ

フ
ス
ケ

ス

は
、

.」
の

自

作

品

を

他

の
ど

れ

よ

り
も

高

額

の

四

〇

〇

レ

ア

ル
と

評

価

し

た

(}
・
§

①
曳

p
<
幽。
気

①
録
N
ρ
⊆
Φ
N

叶餌
・。
9

一。
ψ
。
q
餌
山
同
。
の

α
Φ

・。
億

b
『
。
什
Φ
。
け。
村

u
°
富

5

号

国
8

の
§

琶

丶
ら
ミ
唸
。

肉
§

き

こ

鳴

ξ

"
£

盡

)
。

そ

の
後

ブ

エ
ン

゜
レ

テ

・
占

に
入

り

、

パ

・
、ー

・
も

言

及

(資

料

5
)
。

冗

五
九

年

毳

滌

で
初

期

の
袋

作

2

枚

で
あ

る

こ
と

が

明

ら
か
に
さ
れ
た
。

u

「
司

祭

ク

リ

ス
ー

バ

ル

・
ス

ア

レ

ス

・
デ

・
リ

↑

ラ
」

セ
ギ

リ

ャ
、

県

立
美

術

館

川

×
齬

L

(
ニ

ハ
天

⊥

δ

年

頃
)
、
「

S

(
一
六

一
九

-

二
〇

年

)

ス

ア

レ

ス
は
、

一
六

一
八
年

四
月

二
十

三

日

ベ

ラ

ス
ケ

ス
と

結

婚

し

た

師

パ

チ

ェ
ー

コ
の
娘

プ

ア

ナ

の

代

父

で

あ

り
、

同

じ

年

の
、十

月

に
歿

し

一23



た
。
ム
フ世
紀

の
初
頭
ま
で
セ
ギ

リ
ャ
の
サ
ン
.
エ
ル
メ
、不
ヒ
ル
ド
礼
拝
堂

(ま
た
は
隠
修
庵
)
内
の
ス
ア
レ
ス
の
墓
を
飾

っ
て
い
た
・
多
分
・
左

側
に
.
」れ
と
対
を
な
す

一
枚

(聖

エ
ル
メ
、不
ヒ
ル
ド
9
・)
が
描
か
れ
奈

、
予
定
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
本
作
を
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作
と
認
定
す
る
に

至

っ
た
の
は
、

冗

δ

年
の
洗
滌
で
、

..u
。
<
N
、.
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
と

"
エ
ハ
ニ
○
"
の
年
記
が
発
見
さ
れ
奈

ら
で
あ
る
・

従

っ
て
死
後
に
描

か

れ

た

肖

像

と

な

ろ

う

。

と

は

い

、兄
、

人
物

の

ポ

ー

ズ

は

凡
庸

で
、

保

存

状

態

も

悪

く

、

ベ

ラ

ス

ケ

ス
と

断

定

す

る

に

は

い
さ

さ

か

不

安

が
残

る
。

15

「
修

道

女

ヘ

ロ
ー

ニ

マ

.
デ

・
ラ

・
フ

エ

ン
テ
」

マ
ド

リ

ー

ド
、

プ

ラ

ド
美

術
館

伽

×
柵

㎝

画

面

左

、
中

ほ

ど

に

サ

イ

ン
と
年

記

..象
Φ
鵬
。

<
Φ
昼
・。
ρ
蚕

口

§

、.
(
一
九

二

六
年

に
発

見

さ

れ

た

が

、

肉

眼

で

は

識

別

不

能
)
・

モ
デ

ル
は

フ
ラ

ン

シ

ス

コ
会

の
修

道

女

で
、

ト

レ

ド

か
ら

マ

ニ
ラ

に
派

遣

さ

れ

る

直

前

の

一
六
二

〇

年

六

月
、

セ
ビ

ー

リ

ャ
滞

在

中

(
一
-

二

〇

日
)

に
制

作

さ

れ

た
。

下

方

に
画

家

以

外

の
筆

蹟

で
以

下

の
記

銘

「
こ

れ

は

ト

レ

ド

の

サ

ン
タ

・
イ

サ

ベ

ル

・
デ

・
ロ

ス

・
レ

イ

ェ
ス
修

道

院

の
修

道

女

ド

ー

ニ

ャ

・
へ

た

ロ
ー

ニ

マ

.
デ

.
ラ

.
フ

エ
ン
テ

の
偽

わ

り

な
き

肖

像

で
、

フ

ィ
リ

ピ

ン
の

マ

ニ
ラ
市

に
あ

る

童

貞

聖

女

ク

ラ

ラ
修

道

会

の
創

設

者

で

初

代

院

長

で

あ

る

。

彼

女

は

一
六
二

〇

年

の
四

月

二

十

八

日
火

曜

日
、

六
十

六
歳

で
同

修

道

会

の
た

め
に

出

発

し

た

。

こ

の
同

じ
修

道

院

か

ら

ア
ナ

・
デ

・
ク

リ

ス
ト

と

レ
オ

ノ
ー

ル

.
デ

・
サ

ン
ク

ト

.
フ

ラ

ン

シ

ス

コ
の
両

修

道

女

、

見

習

い
修

道

女

フ

ア
ナ

・
デ

・
サ

ン
ク

ト

・
ア

ン
ト

ニ
オ
も

彼

女

に
同

行

し

た

。

全

て
、

優

れ

た
行

な

い
ゆ

え

に
重

要

な

人

々

で
あ

る

」
。

-

ま

た
、

右

手

の
十

字

架

の
周

囲

に
巻

き

紙

が
描

か
れ

て

い

た
が

、

一
九

四
四

年

の
洗

滌

で

誤

ま

っ
て

ぬ

ぐ

い

去

ら
れ

た
。

瑜

「
修

道

女

ヘ

ロ
亠

マ

・
デ

ニ

フ

・
フ

エ
ン

テ
」

マ
ド

リ

ー

ド
、

フ

ェ
ル

ナ

ン
デ

ス

・
ア

ラ
オ

ス
未

亡

人

所
蔵

欄

x
憫

㎝

サ

イ

ン
と

年

記

..臣

濃

o

<
Φ
壽

ρ
器

N
渥

゜
目
①
N
O
.、

前

作

15
と

ほ
と

ん
ど

同

一
で
、

共

に

一
九

四

四
年

ま

で
約

三
世

紀

の
間

、

人

知

れ

ず

ト

レ

ド

の
サ

ン
タ

・
イ

サ

ベ

ル

・
デ

・
ロ
ス

゜
レ
イ

ェ
ス
修

道

院

に
眠

っ
て

い
た
。

両

作

の
相

違

は
右

手

の
十

字

架

の
位

置

だ

け

に
す

ぎ

ず

、

サ

ン

チ

ェ
ス

・
カ

ン
ト

ン

の
プ

ラ

ド
第

一
作

説

に

か

か

わ

ら

ず

(
卜
&

鳴
熄

賊丶
鎌
ミ
霞
ミ
§

職

叙
馬

譯

ミ
N
Q
ミ
鳴
N
・
幻
①
言
ω
鼠

創
①

富

q
巳

く
Φ
邑

α
毘

い
同8
鑓

ユ
斜

H
潭

3

、

い
ず

れ

が

レ
プ

リ

カ

か

を
決

定

し

が

た

い
。
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プ

ラ
ド

で

ぬ

ぐ

い
去

ら

れ
、

調

子

を
落

と

し

た
巻

き

紙

や

記

銘

が

は

っ
ぎ

り

見

え

、

L

の
主

張

通

り
、

こ
れ

ら

は

オ

リ

ジ

ナ

ル
画

面

の

一
部

で
あ

っ
た

と

考

え

る

べ
き

で

あ

ろ
う

。

16

「
髭

の
あ

る
男

の
肖

像

」

マ
ド

リ

ー

ド
、

プ

ラ

ド

美

術
館

40

×
36

㎝

G

(
一
六

二

一
i

二
年

)
、
し

(
一
六
二

〇
-

二
年

)
、

C

(X

、

ル

イ

ス

・
ト
リ

ス
タ

ン
筆
・)

長

ら

く

テ

ィ

ン
ト

レ

ッ
ト
作

と

さ

れ

て

い
た

が

、

ア
リ

ェ
ン
デ
ー

サ

ラ

サ

ー

ル

(
A
)

が

パ

チ

ェ
ー

コ
の
肖

像

で
、

作

者

は

ベ

ラ

ス

ケ

ス

と

提

唱
・

モ
デ

ル
が

だ

れ

で
あ

る

か

は
別

と

し

て
、

平

民

は
ま

だ

ゴ

ル
ゲ

ー

ラ

(襞

襟
)

の
着

用

を
許

さ

れ

て

い
な

か

っ
た

の

で

パ

チ

ェ
ー

コ
と

は

考

え

が

た
く

(
S
)
、

ま

た

一
六
二

三

年

に
は

そ

の
着

用

が

禁

止

さ

れ

て

お

り
、

制

作

は
そ

れ

以
前

と

な

ろ

う

。

棚
チ
釁

慰

影

"ゴ「嚢

鬆

残

揮

瑠

㎞
ゴ
ラ
の爨

攀

マド
リ
圭

で
大
い
に
称
讃
姦

」
と
述

べ

て
お

り

、

ベ
ラ

ス
ケ

ス
が

」

六

二

二
年

の
最

初

の

マ
ド

リ

ー
ド

滞

在

中

に

こ

の

バ

ロ
ッ
ク

詩

人

の
肖

像

を
手

が
け

た

こ

と

は
明

ら

か

で
あ

る
。

し

か

し
・

ほ

ぼ
同

じ

構

図

と

サ

イ

ズ

に
よ

る
肖

像

が

他

に

2
点

(プ

ラ

ド
及

び

ラ

サ

卩

・
ガ

ル
デ

ィ
ア

ー

ノ
美

術

館
)

あ

り
、

い
ず

れ

を
第

一
作

目

と

す

る

か
が

問

題

と

な

ろ

う

。

こ

の
ボ

ス
ト

ン
作

は
X

線

撮

影

に
よ

っ
て

、

当

初

は

頭

に

月
桂

冠

を
冠

し

て

い

た
も

の

の

(多

分

、

岳

父

パ

チ

ェ
ー

コ
の
著

作

『
著

名

紳

士

画
像

目

録

』

=

葺

o

◎
①

幽
o
ω
霞
甘
o
δ
口

α
①

<
巽
山
巴

奠

o
。。
器

曾
畧
o
ω

山
Φ

同一信
ω
穹
o
の
団

白
o
目
o
蠢
亘
$

<
霙
o
ロ
①
ω

に
利

用

さ

れ

た

)
、

画

家

自

ら

の
手

で
塗

り
消

さ

れ

た
事

実

が
判

明

し
、

こ
れ

を
第

一
作

と

す

べ
き

で
あ

ろ

う

(L
)
。

ま

た
本

作

は
、
画

家

の
死

後

作

成

さ

れ

た
遺

産

目
録

の
們

番

「
ド

ン

・
ル
イ

ス

・
デ

・
ゴ

ン
ゴ

ラ

の
肖

像

」

と
同

一
と

考

え

ら

れ

る

。

18

「
若

い
男

の
肖

像

」

マ
ド

リ

ー

ド
、

プ

ラ

ド
美

術

館

56

×
39

㎝

M

、

鳧

(
一
六

二
三
ー

四

年

)

ベ

ル

エ
ー

テ

(B

)
、

ユ

ス
テ

ィ

(J

)

は
共

に

コ
ピ

ー

と

み
な

し
、

一
九

三

三
年

の
プ

ラ

ド
美

術

館

カ
タ

ロ
グ

で

ア
リ

ェ
ン
デ
ー

サ

ラ

サ

ー

ル

が

ベ

ラ

ス
ケ

ス
の
真

筆

に
訂

正

し

た

。

モ
デ

ル
が

だ

れ

で

あ

る

か

に
関

し

て
、

自

画

像

説

(
オ

ク

タ
ヴ

ィ
オ

・
ピ

コ
ン
)
、

画

家

の
縁

者

の

一
人

(
例

"25
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え
ば
、
弟
で
画
家

の
フ
ア
ン
と
か
叔
父
)
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
決
定
で
き
な
い
。

19

「
マ
リ
ァ
か
ら
聖
衣
を
授
か
る
聖
イ
ル
デ
フ
ォ
ン
ソ
」

セ
ビ
ー
リ

ャ
、
県
立
美
術
館

価
×
価

㎝

M
、
T
、
L
、
S

(
一
六
ご
三
年
)

ベ
ル
エ
ー
テ

(B
)
が
前
世
紀
末
に
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作
と
認
定
し
て
以
来
、極
端
に
貧
弱
な
そ
の
保
存
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
様
に
彼
に
結
び
付
け

て
い
る
。
多
分
、
一
六
二
二
年
か
二
三
年
の
マ
ド
リ
ー
ド
旅
行
の
途
中
に
た
ち
寄

っ
た
ト
レ
ド
で
、
エ
ル

・
グ
レ
コ
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

20

「
エ
ン
マ
ウ
ス
で
の
タ
餐
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

協
×
儡

㎝

M

(
一
六

一
九
i
二
三
年

頃
)
、
.L

(
一
六
二
八
i

九
年
)

、

多
く

の
研
究
者
が
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作
と
認
め
つ
つ
も
、

年
代
決
定
で
困
惑
さ
せ
る

一
枚
で
あ
る
。

ベ
ル
エ
ー
テ
以
来

(T
、
註
跚
)
、

一
六
二
八
ー

九
年
よ
り
幾
分
早
い
時
期
と
す
る
立
場
と
、
セ
ビ
ー
リ

ャ
時
代
の
後
期
、

マ
ド
リ
ー
ド
移
住
の
直
前
と
す
る
立
場
に
分
か
れ
て
い
る
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス

ら
し
く
な
い
大
仰
な
動
作
は
、
新
た
な
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ
画
派
の
感
化
を
思
わ
せ
る
の
で
前
者
で
あ
ろ
う
。

21

「荒
野
の
洗
礼
者
聖

ヨ
ハ
ネ
」

シ
カ
ゴ
、

ア
ー
ト

・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ

ュ
ー
ト

們
×
憫

㎝

M

(
一
六
二
〇
ー

二
年
)
、
A
、
F
、
L

(X
)

一
九
世
紀
の
中
葉
、
セ
ビ
ー
リ

ャ
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
出
、

ロ
ン
ド
ン
の
ル
イ

・
フ
ィ
リ
ッ
プ
王

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
目
録
に

"
ム
リ

ー
リ

ョ
派
"
と
し
て
登
場
。

一
九
六
七
年
、
ウ
ィ
ル
デ
ン
ス
タ
イ
ン
画
廊
で
展
示
さ
れ
た
時
は

ヱ

六
三

一
年
頃
"
の
制
作
と
さ
れ
た
。

ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
直
筆
か
否
か
の
疑
念
が
起
こ
る
の
は
、
本
作
の
も

つ
複
雑
で
多
彩
な
特
徴
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ト
ラ
ピ
エ

(T
)
の
指

摘
通
り
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作
と
認
め
る
な
ら
ば
、
聖
者
の
表
現
が
規
範
か
ら
逸
脱
し
、
風
景
を
大
き
く
扱
か
っ
て
い
る
点
で
、

一
六
二
〇

年

代

の
後

半
、
「
バ

ッ
カ
ス
の
勝
利
」
に
近
い
時
期
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

尚
、

以
上
に
掲
げ
た
作
品
を
す
べ
て
セ
ビ
ー
リ
ャ
時
代
の
ベ
ラ
ス
ケ
ス
に
よ
る
真
筆
と
筆
者
が
断
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を

付

言

し

た

い
。

つ
ま
り
、
今
後
の
研
究
で
こ
れ
ら
の
何
点
か
は
削
除
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
新
た
に
加
わ
る
作
品
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
こ
の
試

作
ヵ
タ

ロ
グ
は
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
研
究

の

一
過
程
に
お
け
る

一
つ
の
立
場
に
す
ぎ
な
い
。
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資

料
篇

(
セ
ビ

ー

リ

ャ
時
代

の
み
)

ー

パ
チ

ェ
ー
コ
の
工
房
入
門
時
の
徒
弟
契
約
書

「
本
契

約
書

の
通
り
、
私
儀

プ
ア
ン

・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
は
こ
の
セ
ビ
ー
リ

ャ
の
サ
ン

・
ビ
セ
ン
テ
地
区

の
住
人
で
あ
り
、
父
と
し
て
私
の
監
督
下

で
養
育
し
て
き
ま
し
た
十
二
歳
前
後
の
嫡
子
デ
ィ
エ
ゴ

・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
、
人
格
及
び
財
産
に
関
す
る
正
統
な
父
で
あ
り
、
管
理
者
で
あ
り
ま
す
。

此
の
度
、
当
人
に
絵
画
芸
術
を
伝
授
さ
せ
る
た
め
に
同
芸
術
の
師
で
、
こ
の
市
の
サ
ン

.
ミ
ゲ
ー
ル
地
区
に
住
む
貴
殿
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
チ
ェ
ー

コ
に
彼
を
委
ね
る
こ
と
に
同
意
し
以
下
の
通
り
約
定
し
ま
す
。

期
間
は
満
六
年
で
、
そ
の
始
め
は

一
六

一
〇
年
の
十
二
月

一
日
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
数
え
、
そ
の
期
間
中
、
私
の
息
子

は
貴
殿
の
家
や
貴
殿
の

命
ず
る
ど

の
よ
う
な
場
所
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
清
廉
か
つ
献
身
的
に
仕
え
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。
同
時
に
、
貴
殿

の
芸
術
の
す
べ
て
を
、
知

っ
て
い
る
通
り
包
み
隠
す
こ
と
な
く
伝
授
さ
れ
、
決
し
て
放
置
し
た
り
、
教
育
を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
約
束
し
て
下
さ

い
。
ま
た
以

上

の
期

間

中
、
食
事
、
飲
料
、
衣
裳
、
履
物
や
健
康
な
時
も
病
め
る
時
も
ゆ

っ
く
り
休
め
る
家
と
ベ
ッ
ド
を
準
備
し
て
下
さ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
万

一
、
病

に
倒
れ
た
な
ら
ば
、
二
週
間
を
越
え
な
い
と
い
う
条
件
で
息
子
を
治
療
し
て
下
さ
い
。
そ
れ
以
上
の
場
合
は
、
私
の
責
任

で
治
し
ま
し
ょ
う
。
最
後

フ

エ

レ

ル

エ

ロ

に
、

徒

弟
期

間

を
終

え

た

暁

に

は

短

ズ

ボ

ン
、

国

産

地

の

ジ

ャ
ケ

ッ
ト
と

、

頭

巾

な

し

外

套
、

長

靴

下

と

靴
、

二
枚

の

カ

ラ

ー
付

き

ワ
イ

シ

ャ
ツ
、

チ

ョ

ッ
キ

、

帽

子

、

ベ

ル
ト

等

一
式

を
す

べ

て
新

調

で
、

裁

断

、

縫

製

ま

で

一
切

を

貴

殿

の
方

で

用
意

し

て
頂

き

ま
す

。

…

・:

私

儀

フ
ラ

ン

シ

ス

コ

・
パ

チ

ェ
ー

コ
は

本
書

状

に

記

載

さ

れ

た
内

容

を

公
証

人

を
通

じ

て
伝

え

聞

ぎ

、

理

解

し

た

の
で
、

以

上

の
件

に

つ
き

同

意

し

約

定

し

ま
す

。

…

…

フ

ァ
ン

・
ロ
ド

リ

ー

ゲ

ス
、

一
六

一

一
年
九

月

十

七

日

(署

名

)

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・
パ

チ

ェ
ー

コ
、

一
六

一

一
年

九

月

二
十

七

日

(署

名

)
」

(O
輿
$

住
⑦

巷

8

昌
象
N
鉱
①

傷
Φ

<
①
鼠
N
ρ
器

N

8

昌

国
螽

目

同ω
8

国
8

ゲ
①
o
P

、.図
・
タ

、.・
<
o
け

H
HL

)
0
2

目

Φ
暮

o
ρ

口
o
・
○。
)

2

職

業

画

家

の

資

格

試

験

合
格

証

「
セ
ビ

ー
リ

ャ
市

に
お

い
て

一
六

一
七
年

三
月

十

四

日
、

こ

の
町

の
聖

像

画

の
師

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・
パ

チ

ェ
ー

コ
と

プ

ア

ン

.
デ

・
ウ

セ
ー

ダ

の
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面
前
で
、
そ
し
て
こ
の
町
の
公
証
人
で
異
端
審
問
官
の

一
人
、
私
儀
ペ
ド
ロ
・
デ
ル

・
カ
ル
ピ
オ
の
立
ち
会
い
に
よ
り
デ

ィ
エ
ゴ

・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
・

デ

・
シ
ル
バ
な
る
人
物
の
聖
像
画
家
と
し
て
の
資
格
を
審
査
致
し
ま
し
た
。
同
人
は
サ
ン

・
ビ
セ
ン
テ
地
区
の
セ
ビ
ー
リ

ャ
市
民
で
あ
り
、
気
落
ち

し
た
複
数
の
師
に
つ
い
て
以
上
の
絵
画
芸
術
を
学
び
、
そ
の
こ
と
は
上
述
の
審
査
官
の
前
で
描
い
た
作
品
な
ら
び
に
彼
に
対
す
る
審
査
官
の
質
問
に

す
べ
て
充
分
に
答
え
て
い
る
の
で
明
ら
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
故
、
当
人
は
然
る
べ
き
体
裁
の
合
格
証
書
な
ら
び
に
、

セ
ビ
ー
リ
ャ
を
は
じ
め
国
王
陛
下
の
統
治
が
及
ぶ
い
か
な
る
土
地
に
お
い
て
も
彼
が

同
芸
術

を
実
践
す
る
許
可
証
の
授
与
を
申
請
し
て
お
り
ま
す
。

…
…
従

っ
て
上
述
の
審
査
官
は
…
…
王
国
の
い
か
な
る
土
地
に
お
い
て
も
絵
画
芸
術
を
実
践
し
、
公
け
に
店
を
開
き
、
職
人
や
弟
子
を
雇
う
こ
と

を
許
可
し
、
そ
の
資
格
を
認
め
ま
す
。
…
…

フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
パ
チ
ェ
ー
コ

(花
押
)

聾

財

鶏

鮎

福

ソ
ル
バ
(花
押
)

(○
霞
3

鎚
Φ
Φ
×
Q
目
①口
創
Φ
<
Φ賦
Nρ
ロ
Φ
N
8
巨
o
宜
暮
o
『＼
.図

園
㌔
."
<
o
尸
戸

U
o
o信
ヨ
Φ
暮
o
ρ

口
o
°
一〇
)

3

カ
ル
ド
ゥ
ー
チ
ョ

『絵
画
の
対
話
』
抜
粋

教
師

「
…
…
無
学
で
技
だ
け
優
れ
た
あ
る
画
家
が
、
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
全
体
か

一
部
が
不
釣
合
い
の
不
格
好
な
頭
部
を
、
自
然
に
即
し
て
描

き
始
め
た
。
…
…
こ
の
優
れ
た
技
の
実
践
者
は
正
確
に
そ
れ
を
模
写
し
た
が
、
そ
の
模
写
が
原
物
の
も

つ
不
完
全
さ
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
と
し
て

も
当
然

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
画
家
に
教
養
さ
え
あ
れ
ば
こ
う
し
た
失
敗
は
起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
持
ち
前
の
判
断
力
と
長
年
に

養
わ
れ
た
博
識
と
に
よ
っ
て
自
然
に
修
正
と
訂
正
を
加
え
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
こ
の
こ
と
を
理
由
に
、
偉
大
か
つ
一
流
の
画
家
た
ち

は
確
か
に
肖
像
画
家
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
肖
像
画
家
で
あ
る
に
は
、
議
論
や
知
性
を
必
要
と
せ
ず
、
対
象

の
美
や

醜

に
関

わ
り

な

く

た
だ

そ

の
模

倣

に
屈

従

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
・:
…
」

(≦

o
①
暮

Φ

O
霞

山
q
o
げ
ρ

b
ミ
丶§

劬
譜

ミ

、
§

ミ
ミ

"
H
①
。゚
G。
"

国
o
ド

α
b。

以
下
同
様
)

教
師

「
こ
の
よ
う
に
肖
像
を
や
た
ら
と
導
入
す
る
の
は
愚
か
し
い
野
心
が
原
因
で
あ
る
が
、
何
も
知
ら
ず
、
誰
か
ら
も
崇
敬
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
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職
人
に
そ
の
罪
は
な
い
。
高
潔
な
芸
術
が
卑
し
い
概
念
に
ま
で
堕
落
し
た
が
、
そ
の
典
型
が
、
今
日
あ
れ
ほ
ど
見
か
け
る
低
俗
で
破
廉
恥
極
ま
り
な

い
ボ
デ
ゴ
ン
画
で
あ
り
、
ま
た
酔
払
い
画
、
嘘

つ
き
の
い
か
さ
ま
師
の
絵
の
類
で
あ
ろ
う
。
画
家
な
る
も
の
が
芸
術
そ
の
も
の
を
犠
牲
と
し
、
ま
た

芸
術
を
ほ
と
ん
ど
重
視
し
な
い
ま
ま
、
四
人
の
ピ
ッ
カ
ロ
を
バ
ラ
バ
ラ
に
、
二
人
の
娘
を
下
品
に
肖
像
と
し
て
描
き
た
く

な
る
こ
と
以
上
に
無
意
味

な
独
創
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
…
…
」

(司
o
鬥
一一bO)

4

パ
チ

ェ
ー
コ

『
絵
画
芸
術
、
そ
の
古
典
性
と
偉
大
』
抜
粋

a

「
…
…
私
の
娘
婿
デ
ィ
エ
ゴ

・
ベ
ラ
ス
ケ
ス

・
デ

・
シ
ル
バ
は

(正
当
に
)
第
三
位

〔
ロ
ム
ロ
・
シ
ン
シ
ナ
ー
ト
、

ル
ー
ベ
ン
ス
に
次
い
で
〕

を
占
め
て
い
る
。
五
年
間
の
養
育
と
指
導
の
後
、
彼
の
品
徳
と
血
の
純
粋
さ
、
善
良
さ
に
心
を
動
か
さ
れ
、
ま
た
彼
が
生
ま
れ

つ
き
持

っ
て
い
る
大

き
な
才
能
を
期
待
し
て
私
の
娘
と
結
婚
さ
せ
た
。
師
の
栄
誉
の
方
が
岳
父
と
し
て
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
と
の
理
由
か
ら
、
あ
る
人
物
は
こ
の
栄
光

を
我
が
物
と
し
て
後
年
の
栄
冠
を
私
か
ら
無
謀
に
も
奪
お
う
と
し
た
が
、
当
然
な
が
ら
成
功
し
な
か
っ
た
…
…
」

(閃
鑓
昌
o
δ
8

℃
帥o
げ
①
oP

』
ミ
鴨

§

ミ

㌧
嘶ミ
ミ
§

鬟

匹
ミ
暗
ミ
§

翼

ヒ
O
ミ
ミ
譜
窓
・゚博
ω
Φ<
罠
P

属
心
P

国
ユ
゜
b
自

ω
魅昌
9
①N
O
き
ま
P

↓
o
目
o
尸
b
°
呂
α
並
司
か
画
難
)

b

「
…
…
私
は
い
つ
も
自
然
に
即
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
顔
や
裸
体
や
手
や
足
の
み
な
ら
ず
、
布
地
や
レ
ー
ス
を
描
く
に
し
て
も
、
つ
ね
に
目

餾
駄讐
麓
湾
鞴
聾
幽
羅
燻
帰牆
紛
毅
腔
雛

侮
齢
い諺
魑
好館
灘
劇
鶴
躰
翻
禦

中
で
、
彼
に
ょ
る
人
物
や
顔
は
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
人
ギ
ー
ド

〔
グ
イ
ド

・
レ
ニ
〕
と
並
べ
さ
え
す
れ
ば
絵

に
す
ぎ

な
い
。
最
後
に
、
私
の
娘
婿
が
こ
の
道
を
歩
み
、

つ
ね
に
自
然
に
即
し
て
制
作
す
る
と
い
う
点
で
、
他
の
画
家
が
や
る
の
と
の
相
違
は
明
白

で
あ
ろ
う
…
…
」

(↓
o
白
o
HHも

゜
お
)

c

「
…
…
で
は
何
故
、
ボ
デ
ゴ
ン
は
尊
敬

に
値
し
な
い
と
言
う
の
か
。
い
や
、
十
分
に
尊
敬
す
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
私
の
娘
婿
の
よ
う
に
、
こ

の
才
能

に
よ

っ
て
他
の
画
家

の
つ
け
込
む
隙
が
な
い
ほ
ど
に
上
達
す
れ
ば
、
大
い
な
る
尊
敬
に
値
し
よ
う
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
や
後
に
言
及

す
る
肖
像
に
お
い
て
、
彼
は
多
く

の
美
術
家
の
魂
を
生
ぎ
生
ぎ
と
し
た
手
本
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
、
自
然
の
真
の
模
倣
を
発
見
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
手
本
に
よ

っ
て
私
も

一
度
、

一
六
二
五
年

の
こ
と
だ
が
、

マ
ド
リ
ー
ド
在
住
の

一
友
人
を
喜
ば
せ
よ
う
と
思
い
つ
き
、
写
生
に
よ
る
二
人
物
、、

花
、
果
物
、
そ
れ
に
玩
具
類
に
よ
る
小
品
を
描
い
て
や
っ
た
が
、
そ
れ
は
現
在
も
私
の
敬
愛
す
る
友
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
デ

・
リ
オ
ー

ハ
が
所
蔵
し
て

い
る
…
・:
」

(↓
O
旨PO
困H"
b
°
HGo刈
)
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d

、
…

…
あ

の
偉

大

な

レ

オ

ナ

ル
ド

・
デ

・
ヴ

ィ

ン

チ
も
、

フ

ェ
デ

リ

コ

・
ツ

ッ
ガ

ロ
も

…

…
や

は
り

素

描

で
肖

像

を

描

い
た

…

…

以

上

の
教

説

〔
鉛

筆

デ

ッ
サ

ン

に
よ

る

修

業

〕

に
基
づ

い
て
私

の
娘

婿

デ

ィ

エ
ゴ

・
ベ

ラ

ス
ケ

ス

・
デ

・
シ
ル

バ
も

成

長

し

た

。

ま

だ

少

年

だ

っ
た

頃
、

村

人

の

見

習

い

を

モ

デ

ル

に
雇

い
、

泣

い
た

り

、
笑

っ
た

り

と

い
う

様

々

な
動

き

や

ポ

ー

ズ

を

と
ら

せ

て

デ

ッ
サ

ン
を
修

得

し

た

ほ
ど

で

あ

る
。

ま

た

そ

の

人

物

か
ら

木

炭

で
頭

部

を

い
く

つ
も

描
き

、

青

色

の
紙

に

た
く

さ

ん

の
自

然

物

を
浮

き

彫

り

に
し

な

が

ら

、

つ
い

に
事

物

の
肖

像

を

描
く

的

確

な

技

術

に
到

達

し

た

の

で
あ

っ
た

…

…

」

(]
りO
旨
P
O

圓
押

b
°
H
虧
①
)

5

パ

ロ
ミ

ー

ノ

『
絵

画

館

と

視
覚

規

範

』

抜

粋

ベ

ラ

ス

ケ

ス

の
誕

生
、

両

親

、

祖

国
、

絵

画

芸

術

の
教

育

に

つ
い

て

「
…

…

初

め

の
頃

か

ら

ベ

ラ

ス
ケ

ス
は
、

慎

ま

し

い
経

済

状

態

で

は
あ

る

が

、

す

ば

ら

し

い
素

養

と

、

そ

の
体

内

に

脈

う

つ
清

浄

無
垢

な

る

血

を

表

明

し

て

い
た
。

決

し

て
裕

福

で
華

美

な

も

の

で

は
な

か

っ
た

が

、

両

親

は
彼

を

大

切

に

育

て

上
げ

た
。

や

が

て

そ

の
息

子

は
学

問

の
道

に

入
り

、

言
葉

の
知
識

と
哲

学

に
関

し

て

は
当

代

の
多

く

を
凌

駕

し

て

い
た

。

だ

が

、

絵

画

に
特

別

な

興

味

を

寄

せ

る

よ
う

に

な
り

…

…

こ
う

し

て

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・
デ

・
エ

レ
ー

ラ

(
ア

ン
ダ

ル

シ
ー

ア

で

は
、

エ
レ

ー

ラ
,
・
エ
ル

・
ビ

エ
ー

ホ

の
名

で

通

っ
て

い
た
)

の

工
房

に

入
門

さ

せ
ら

れ

た
。

エ
レ

ー

一.騰

蕪
議
叢
馨

鞴
嫁

臨
勧
酵
繕

鶲

灘

讐

鐔

馨

シ
ス
コ
パ゚
チ
ェ
ー
コ
の
門
を
…

た
…

…
パ

チ

ェ
ー

コ
の
邸

宅

は
黄

金

に
彩

ら

れ

た

美

術

の
巣

窟

、

ア
カ

デ

ミ

i
、

そ

し

て

セ
ビ

ー

リ

ャ
の
偉

大

な

精

神

の
学

校

で
あ

っ
た
。

か
く

し

て

デ

ィ

エ
ゴ

・
ベ

ラ

ス
ケ

ス
は
絵

画

の
基

本

で

あ

り

、

芸

術

の
扉

で

あ

る

デ

ッ
サ

ン
を
引

き

続

き

学

び

、

不

自

由

な

く

暮

ら

し

た

の
で

あ

る
。

…

…

や

が

カ
プ
リ
　
チ
ヨ

て
彼
は
動
物
、
鳥
、
魚
類
を
特
筆
す
べ
き

創

意

と
驚
く
ほ
ど
の
才
気
で
描
き
、
ま
た
ボ
デ
ゴ

ン
画
は
完
璧
な
る
自
然
の
模
倣
の
も
と
に
、
美
し
い

風
景
や
人
物
、
様
々
な
食
事
や
飲
み
物
、
さ
ら
に
は
果
物
と
か
粗
末
で
質
素
な
容
器
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
あ
れ
ほ
ど
斬
新
な
デ
ッ
サ
ン

と
色
彩

は
自
然
そ
の
も
の
と
映
り
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
他
の
追
随
を
許
さ
ず
、
彼
は
大
い
な
る
名
声
と
然
る
べ
き
尊
敬

を
作
品
を
通
し
て
獲
得
し

た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
「水
売
り
商
人
」
〔
カ
タ
ロ
グ
ー3
参
照
〕
と
呼
ば
れ
る

一
点
を
我
々
は
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

…
…

別
の

一
枚
は
粗
末
な
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
し
て
い
る
貧
し
い
二
人
を
描
い
た
も
の

〔
力
汐

ロ
グ
5
参
照
〕
で
、
陶
製

コ
ッ
プ
や
オ
レ
ン
ジ
や
パ
ン
等

が
置
か
れ
て
い
る
…
…
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以
上

の
画
風
こ
そ
、
我
が
ベ
ラ
ス
ケ
ス
が
当
時
他
の
画
家
に
差
を
つ
け
て
新
た
な
る
方
向
を
追
求
せ
ん
と
し
て
描
い
た
す
べ
て
で
あ
る
。
テ
ィ
ツ

ィ
ア
ー

ノ
、

ア
ル
ベ
ル
ト

〔
デ

ュ
ー
ラ
ー
〕
、

ラ
フ
ァ
エ
ル
、
そ
し
て
他
の
画
家
が
彼
の
風
上
に
控
え
、

彼
ら
の
死
に
際
し
て
そ
の
名
声
が
絶
大
で

あ

っ
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
、
独
創
的
な
創
意
を
発
揮
し
つ
つ
卑
近
な
物
の
描
写
に
も
、
不
思
議
な
光
と
色
彩
を
用
い
て
斬
新
に

仕
上
げ

た
の
で
あ
る
。
よ
り
厳
粛
な
る
主
題
を
優
し
く
、
美
し
く
描
け
な
い
と
彼
を
非
難
す
る
人
が
あ
れ
ば
、
こ
う
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
繊
細
に
お

い
て
第
二
位
に
甘
ん
じ
る
よ
り
は
大
胆
さ
に
お
い
て
第

一
位
で
あ
り
た
い
と

〔グ
ラ
シ
ア
ン
か
ら
の
引
用
〕。
…
…

ベ
ラ

ス
ケ
ス
は
、
斬
新
な
る
描
法
の
点
で
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ
と
競
い
、
ま
た
思
索
の
面
で
は
パ
チ

ェ
ー
コ
に
劣
ら
な
か

っ
た
。
前
者
を
こ
の
上
な

く
卓
抜
な
資
質
ゆ
え
に
尊
敬
し
、
ま
た
後
者
を
、
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
学
殖
豊
か
な
画
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
師
に
選
ん
だ

の
で
あ
る
。
何
枚
か
の
絵

ド

が
イ
タ
リ
ア
か
ら
セ
ビ
ー
リ

ャ
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
小
さ
く
は
な
い
試
み
を
巧
み
に
企
て
よ
う
と
す
る
ベ
ラ
ス
ケ
ス
を
盛
ん
に
鼓
舞
し
た
の

で
あ

っ
た
。
…
…

彼
は
絵
画
に
つ
い
て
、
優
秀
な
規
範
を
記
し
た
様
々
な
著
作
を
読
み
ふ
け

っ
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
っ
た
。
例
、兄
ば
人
体

の
均
衡
を
デ

ュ
ー

ラ

ー

に
・
解
剖
学
を
ア
ン
ド
レ
ア
ス

・
ヴ

ェ
サ
リ
ウ
ス
に
、
観
相
術
を
ジ
ォ
ヴ

ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ

・
ボ
ル
タ
に
、
遠
近
法
を
ダ
ニ
エ
ー
レ

・
バ
ル

バ
ロ
に
・
幾
何
学
を

ユ
ー
ク
リ

ッ
ド
に
、
算
術
を
モ
ー
ヤ
に
、
建
築
を
ヴ

ィ
ト
ル
ヴ

ィ
ウ
ス
と
ヴ

ィ
ニ
ョ
ー
ラ
を
通
し
て
修
得
し
た
。
さ
ら
に
他
の

著
述
家

に
つ
い
て
も
、
何
が
も

っ
と
も
有
益
か
つ
完
璧
で
あ
る
か
を
自
分
の
目
的
と
実
践
に
即
し
て
巧
み
に
選
択
し
、
そ

の
研
究

に
打
ち
込
ん
だ
。

彼
は
絵
画
の
高
貴
さ
を

ロ
ー

マ
人
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
に
学
ぶ
が
、
そ
の
論
文
は
ロ
ー
マ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
と
栄
誉
あ
る
聖
ル
ッ
カ
美
術
家
組
合
の
要
請
で

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

フ
ェ
デ
リ
コ

・
ツ
ッ
カ
ー

ロ
の

『
イ
デ
ァ
』
は
自
己
の
絵
画
を
紹
介
し
つ
つ
、
ジ
ォ
ヴ

ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ

.

ア
ル
メ

ニ
ー
こ
の
教
理
を
用
い
て
崇
高
化
し
、
そ
う
し
た
教
理
を
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
・
ビ
オ
ン
ド
に
学
ん
で
素
早
く
簡
単

に
実
現
さ
せ
た
。
彼
は
ヴ

ァ
ザ
ー
リ
の
著
名
な
画
家
列
伝
に
鼓
舞
さ
れ
、
ま
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
・
ボ
ル
ギ
ー
こ
の

『
リ
ポ
ー
ゾ
』
が
教
養
豊
か
な
美
術
家
と
な
る
よ
う
奨
励
し
た

の
だ

っ
た
。
さ
ら
に
聖
、
俗
を
問
わ
ず
、
重
要
な
テ
ー

マ
の
す
べ
て
に
通
暁
す
る
ほ
ど
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
、
あ
ら
ゆ
る
学
芸
を

理
解
し

て
精
神
を
豊
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
レ
オ
ン

・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ

・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
も
次
の
よ
う
な
言
葉
で
要
約
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
〈
だ
が
私
は
、
画
家
が
あ
ら
ゆ
る
学
術
に
可
能
な
限
り
通
暁
す
る
こ
と
を
大
い
に
望
み
た
い
、
特

に
幾
何
学

を
極
め
ん
こ
と
を
〉
。
ベ
ラ

ス
ケ
ス
も
詩
人
、
弁
舌
家
と
親
し
く
交
わ
り
、
彼
ら
才
気
あ
る
人
た
ち
か
ら
作
品
を
豊
か
に
す
る
教
訓
を
引
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
ベ
ラ
ス

ケ
ス
は
こ
う
し
た
芸
術
に
必
要
と
さ
れ
る
障
害
を
懸
命
に
克
服
す
る
よ
う
努
め
、
知
性
が
授
け
る
栄
光
と
称
賛
以
外
に
は
目
も
く
れ
ず
に
芸
術
の
道
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コ
バ
ル
ー
ビ
ア
ス

『
ス
ペ
イ
ン
語
宝
典
』
よ
り

「
ボ
デ
ゴ
ン
i
地
下
室
や
低
い
玄
関
間
で
、
ボ
デ
ー
ガ

(酒
蔵
〉
が
あ
り
、
食
事
を
取
り
た
く
と
も
豊
か
で
な
い
人
が
・
い
か
に
も
灣
兪
で
の
よ

う
に
、,
そ
こ
で
飲
み
物
と
共
に
食
事
が
用
意
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
…
…
」
(ω
゜
伍
①

O
o
び
曽
霞
億
く
貯
ρ

§
8
こ

§

ミ

ト
§
偽
ミ

O
§
、ミ
ミ
ミ

o

肉
愚
亀識
ミ
鼻

ζ
飢
α
翫
鼻

H①
一一)

〔付
記
〕

本
稿

は
去
る
昭
和
五
十
三
年
十
月
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
西
洋
美
術
史
研
究
会
の
例
会
に
お
い
て
の
発
表
に
若
干
手
を
加
え
、
修
正
し
つ
つ
ま
と

め
た
も

の
で
あ
る
。
私
事
に
な

っ
て
恐
縮
だ
が
、
昨
年
、
プ
ラ
ド
美
術
館
元
館
長
で

マ
ド
リ
ー
ド
大
学
正
教
授
の

ハ
ビ

エ
ー
ル

・
デ

・
サ
ラ
ス
先
生

が
逝
去

さ
れ
た
。
先
生
の
御
専
門
は
ス
ペ
イ
ン
美
術
全
般
だ
が
、
特
に
エ
ル

・
グ
レ
コ
、
ゴ
ヤ
に
関
し
て
は
原
資
料
の
発
掘
に
熱
意
を
注
が
れ
、
未

公
開
で
あ

っ
た
ゴ
ヤ
ー
サ
パ
テ
ー
ル
書
簡
集
が
近
く
上
梓
さ
れ
る
運
び
と
な

っ
て
い
た
。
留
学
時
代
に
私
は
先
生
の
講
義
を
聞
き
、
ま
た
プ
ラ
ド
で

自
由
に
学
べ
る
よ
う
配
慮
下
さ

っ
た
。
生
前
の
学
恩
を
こ
こ
に
謝
し
、
,そ
の
御
冥
福
を
心
か
ら
祈
る
次
第
で
あ
る
。
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